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月刊PDFマガジン「デジタルビヘイビア」の使い方

「デジタル ビヘイビア」はPDFで閲覧するマ

ガジンですが、同時にプリンタで印刷すること

で、ペーパーマガジンにすることができます。

ドキュメントのサイズはA4で作成されていま

すが、プリンタドライバの機能を使って、袋と

じで印刷して製本すれば、本としてアンプラグ

ドの環境でお読みいただけます。

◎PostScriptプリンタの場合
PostScriptプリンタでは、LaserWriter8.6以

降、AdobePS8.6をお使いください。印刷する

にはAcrobat Reader 4.0もしくはAcrobat 4.0

で開きます。まずプリンタダイアログで、アプ

リケーションのオプションを選択し、［プリン

ト方法］で［PostScript］、そして［和文フォン

トをダウンロード］にチェックします。これで、

レイアウトを維持したままプリントアウトでき

ます。

次にオプションで［レイアウト］を選択し、

ページ割り付けで［２ページ分］を選択し、枠

線は［なし］にします。

これで印刷すると、A4/1枚に２ページ分が

レイアウトされますから、それらを袋とじして

背を綴じると、本になります。背の綴じ方は大

型のホッチキスで平綴じするか、クリップなど

で固定しましょう。

◎QuickDrawプリンタの場合
QuickDrawプリンタでもいくつかのプリンタ

では、ページ割り付けが可能なプリンタがあり

ます。ここではEPSON製のPM-3000Cで説明

します。

まず用紙設定を開いて、印刷可能領域を［最大］、

そして［センタリング］をチェックします。

次に印刷ダイアログを開き、レイアウトアイ

コンをクリックします。

ここで一番下の割り付けのページ数で［２ペ

ージ］を選択します。［枠は印刷］しません。

これでプリントすると、２ページが割り付け

られて印刷されるので、それを袋とじして製本

すると、「デジタル ビヘイビア」はA5サイズの

ペーパーマガジンになります。
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セカンドマシンから
メインマシンへ

第１回
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ロジックボート「Yosemite」を積ん

だ New G3。今までとは全く違ったデ

ザインに戸惑わないというと嘘になる

が、機能を考えると Yosemite は素晴ら

しいマシンだろう。今までの Macin-

tosh とどれくらい違うのかというと、

やはり使ってみるしかない。使ってこそ

はじめて New G3 の真価の程がわかろ

うと言うものである。

先日とうとう New G3 を買ってしま

った。もっともコストパフォーマンスに

関心のあるわたしとしては、選択肢は一

つしかない。いまのところ DVD-ROM

が必要なわけではないし、CPU も

300MHz もあれば十分だからだ。

惜しむらくは、買ってから数日でアッ

プルがメモリキャンペーンを始めたこと

だ。とはいえもう少し待てたかというと、

そういうわけではないので、まあこれは

仕方ないだろう。PC100 規格の 64MB

のメモリはストリート価格でせいぜい１

万円程度（注）なので、納得するしかない。

New G3 については、DTP 関係では

あまり歓迎されていないような雰囲気が

あったが、最近は少しずつ導入は進んで

い る よ う だ 。 も ち ろ ん 新 た に

Macintosh を買うとしても他に選択肢

がない、と言うこともあるが、それだけ

でなく、やはりパフォーマンスが優れて

いるということが認められてきたと考え

てもいいのではないだろうか。

私が New G3 マシンを買ったのは、

一つには、一台の Macintosh では仕事

が間に合わないことがあるからである。

いつもというわけではないが、忙しいと

きは、１台では待ち時間が勿体ないこと

がある。特に DTP でファイルサイズの

大きなプリントをしているときは、印刷

で Macintosh が解放されるまで待たさ

れる待ち時間が勿体ないのだ。待ってい

る時間はメールをダウンロードしたり、

Web にアクセスしたりもしたい。プリ

ンタサーバにするかどうかは別にして、

２台同時に使える環境は必要なのだ。

もちろん、２台目は Windows にする

とか、中古のデスクトップ Macintosh

に G 3 カ ー ド を 付 け る と か 、

PowerBook にするという選択肢もあっ

た。２台目に Windows というのは多分

ないけれど、PowerBook G3 という選

択肢は、最近セミナーなどの機会が増え

てきた私にとってかなり現実のものであ
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り、大いに迷ったものである。

しかし、New G3 の機能を見ている

と、やはり New G3 マシンを使いこな

していかなければ、DTP の未来はない

かも知れない、と思うこともまた確かな

のである。どこがどのくらい違うのか、

ということを知るには自分で使ってみる

しかあるまい。それに、値段だって、昔

のことを考えると決して高くない。しか

も中古の Macintosh にいろいろカード

などで増強しても、同じようなスペック

を果たすことを考えると、新品を買って

も金額的な差はほとんどない。それなら

ば、新品を買ったほうがトータルの機能

性は間違いなく優れているし、やはり新

しい機能を試してみたいではないか。

というわけで、いくつかの問題点がな

いわけではないが、それらの解決方法を

考えながら、Yosemite を使っていこう

と思うわけである。多少の問題点があっ

たとしても、それ以上の優れた機能があ

れば、おつりがあるわけで、そのあたり

を知りたいのだ。特にひところ技術が停

滞していたアップルが、いまここに来て

技術的に業界をリードしつつあることを

考えると、それを理解するには自分で使

うということが是非とも必要なのであ

る。

それと、いままでの Macintosh から、

一気に New G3 に移行するというシナ

リオは現実的ではないと思う。おそらく

旧型の Macintosh を使いながら、New

G3 も使っていくというのが、DTP では

ごく普通の使い方なのではあるまいか。

DTP の生産性とマシンの価格を考える

と、ひとりのデザイナーやオペレータが

２台の Macintosh を使うと言うことは

決して贅沢なことではないだろう。今の

モニタはたいていが２系統に入力ができ

るから、１台のモニタに新旧２台

Macintosh をつなげば、デュアルマシ

ンの環境はそれほど費用がかかるわけで

はない。

したがって当面はセカンドマシンとし

て使い、使い込んでいくうちに、メイン

のマシンに移行していくというシナリオ

が一番自然なのではあるまいか。そうい

う使い方をして、New G3 のメリット

を活かす方法を考えいくのもいいのでは

ないかと思う次第である。そのあたりを

私なりにレポートしたい。

注　メモリのストリート価格は変動が著しい。当

時の価格である。



Yosemite を搭載した Macintosh が

歓迎されない一つに、あまりに斬新な外

観がある。いままでのベージュの筐体、

誰の目にもいかにも「コンピュータでご

ざい」といわんばかりのデザインにおさ

らばし、まったく度肝を抜くようなデザ

インを果たした。

「ポリタンク」とか「ポリバケツ」

と揶揄されることもある。たしかにエン

ボスがかかった半透明のアイスホワイト

色を見ていると、そんなふうに見えない

ことはない。

しかしそれはやはり先入観ではないだ

ろうか。デザイン的に受け入れられない

気持があるから、そう思うだけである。

モニタの横におき、使ってみると、その

ような印象は一切ない。特にサイドから

見たときののシンメトリックなデザイン

は実に美しい。

New G3 を語るときに、表層的なデ

ザインイメージだけで判断していいのだ

ろうか。所詮人間の目は慣れるものであ

り、時間がたつと、今のデザインはきっ

と気にならなくなるに違いない。私も実

はフロントパネルだけがクリアな素材で

縦にストライプが入っているのは、どう

もしっくり来ないのだが、それ以外のデ

ザインは「よく考えられているな」と思

うことしきりである。

iMac は、コンシューマというよりコ

ンピュータの初心者でも、簡単にしかも

面倒な配線もしないでもすぐに使えると

いう明確なコンセプトから、プロダクト

デザインが導きだされたのは承知のこと

だろう。同じように New G3 もプロシ

ューマ向けにプロが Macintosh を使い

こなすためにデザインを最優先されて設

計されている。そういうことは所詮自分

で使って見ないと分からないことが多い

のだ。

まず四隅にある把手だが、これは実に

機能的である。四隅に把手があることで

フロント、バック、トップ、ボトムに強

制的に空間が作られる。今までのデスク

トップ型にしても、タワー型にしてもサ

イドとバックに放熱用のスリットがある

が、実際には Macintosh の左右にはさ

まざまなものが置かれており、CPU の

放熱が設計どおりに行なわれる可能性は

あまり多くない。たいていのユーザーは

狭い空間の中に、Macintosh だけでな

く周辺機器も詰め込んでおいていること

第２回
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機能美を
優先したデザイン
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が多く、New G3 が四隅の把手によっ

て確実に空気の通り道を確保できるのと

は大違いである。また下部にある二つの

把手は、筐体を浮かすことで下置きした

ときに、ほこりが進入することを防ぐに

違いない。

上の二つの把手は、背面のポートにア

クセスするときに威力を発揮する。上部

の二つの把手を持つと軽々と筐体を持ち

上げて、New G3 を前に引っ張りだす

ことができる。もちろん頻繁に背面の各

種のポートにアクセスすることはあるわ

けではない。しかし、プロシューマたる

もの、そういう必要性は決して低くない。

新たにケーブルを差したり、ケーブルを

差し替えたいと思ったとき（実はそうい

うことをするのが楽しいだけだったりす

るのだが）、いとも簡単に差し替えるこ

とができるわけで、たいへん便利である。

もっとも機能的なのは、側面のドアで

あろう。あればっかりは感動的である。

ワンタッチで CPU もメモリも拡張カー

ドも一望のもとに鳥瞰し、アクセスでき

るのだ。「オープンドア哲学」を標榜す

るのも頷ける。Macintosh も使いも慣

れてくると、メモリやカード類の拡張は

当たり前のことになるが、まるで電子レ

ンジでチンするがごとく、Macintosh

のパフォーマンスをいとも簡単に向上で

きる。

今までの Macintosh でも、昔から比

べれば内部へのアクセスは簡単になって

きたが、実際には必ずしもそうではない。

何故なら、たいていのデスクトップタイ

プの Macintosh の上には MO ドライブ

や外付けハードディスクなどが積み上げ

られていて、まずそれらをどけないこと

には筐体のカバーを空けることはできな

いからである。タワー型であっても、実

際にはケーブル類を全て外して、広い作

業スペースを確保してからの増設にな

る。そのためカバーを空けるのは簡単に

なっても、それまでの手続きが面倒であ

る。

しかし Yosemite では、筐体をちょい

と前に引っ張りだして、開閉用のレバー

に指をかけて軽く引っ張るだけでよい。

しかもケーブル類は一切外す必要はない

し、起動したままでもロジックボードに

アクセス可能だ。

もちろん、背面のケーブルをいじった

り、ロジックボードに手を入れるような

ことは特別な事情がないかぎり、年に何

回かあるだけかも知れない。しかしこれ

だけ簡単にアクセスできるとなると、そ

の必要があったとき、なんのストレスも

なく Macintosh を拡張することができ

るのだ。というより、ここまで簡単であ

れば、どんどん拡張して使いこなしてい

こうと思ってしまうのである。

表層的なデザインはともかく、機能性

と言う意味では、New G3 は機能美が

いかんなく果たされているのではないの

ではないかと思う。
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Yosemite のスピードを語るうえでも

っと驚異的なのは、100MHz のシステ

ムバスクロックだろう。まさかこんな早

く 100MHz を達成するとは思わなかっ

た。初代の Power Macintosh G3 が

83MHz だったから、十分予想できたと

はいえ、足踏みすることなく一気に

100MHz の大台にのった。

Power Macintosh 8100 がリリース

されたときに、C P U クロックは

80MHz を達成した。そのときのシステ

ムクロックはその半分の 40MHz で、

水晶発振器でクロックを倍にして CPU

の速度を高速にした。それまでは CPU

の速度とシステムバスの速度は同じで、

Power Macintosh 以来、CPU の増幅

は当たり前になった。当時その水晶発振

器をクロックダブラーと呼んでいたが、

いまは別の呼び方をするようである。

その後この発振器の倍率をあげて

CPU のパフォーマンスを上げることが

普通になり、CPU クロックはどんどん

と高速になったが、システムバスのクロ

ックはほとんど上がらなかった。私が使

っている Power Macintosh 7600/120

も、システムバスクロックが 40MHz

を三倍にして CPU を 120MHz にして

いるか、システムクロックが 30MHz

でそれを四倍にしているかのどちらかで

ある（40MHz が正解）。

理屈の上からいうと、当然 CPU クロ

ックが高いほうがいいのである。CPU

では少なくとも OS やアプリケーション

の演算命令を行ないながら、モニタの描

画命令を行なっていて、複数のデバイス

とデータのやり取りを行なうわけで、

CPU の速度がシステムバスクロックの

数倍であるのは、それほど不自然なこと

ではない。

ただこのところアップルはシステムバ

スの高速化をおざなりにし、CPU クロ

ックを上げることだけで、パフォーマン

スの向上を図ってきたが、実はそれがも

う限界に来ていたのである。

本当の意味での処理パフォーマンスを

向上するためには、CPU クロックでは

なくシステムバスクロックを向上しなけ

ればならない。システムバスクロックを

50MHz のまま、CPU クロックを 400

とか 500MHz にしても、実際にはそれ

ほどパフォーマンスが上がるわけではな

く、システムの処理が遅いと CPU が演

驚異の 100MHz の
システムバスクロック

第３回
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算待ちになって、クロックが上がったほ

ど高速にならないのである。

つまりロジックボード全体でパフォー

マンスを上げるためには、システムバス

クロックと CPU クロック、そしてその

間にあるキャッシュ（New G3 ではバ

ックサイドキャッシュ）のバランスなの

である。これらが調和されていてこそ、

トータルのパフォーマンスは約束される

のだ（もちろん外部バスやビデオ回路の

パフォーマンスとの調和も必要）。

しかし、しかしである。CPU やキャ

ッシュメモリは、設計がしっかりしてい

て製造技術が確立できれば、処理パフォ

ーマンスを進化させることはそれほど難

しくない。いやいや難しくないわけでは

ないが、ある意味では先が読みやすいも

のであることは間違いない。

ところが、システムバスクロックを上

げるには、システムバスにぶら下がる全

てのデバイスの信頼性を上げなければな

らないのだ。全てのパーツで 100MHz

で動作しても問題ない設計と製造技術が

問われるだけでなく、それを組み合わせ

たときの製造管理の技術まで高度なもの

にしなければならない。かつてアップル

の製品で初期不良が多かったのは、こう

した製造管理の技術が高くなかったため

で、それが故にシステムバスクロックは

高くならなかったところが多分にある。

それがここに来て、着実にシステムバ

スクロックを大幅にアップさせてきた。

これは、コンピュータ業界全体の製造技

術が発展したことと、Macintosh と PC

互換機の技術的な壁が無くなりつつある

こともあるにしても、アップルの製造技

術が確かなものになったことの証なの

だ。

システムバスクロックが大幅に向上し

たということは大いに驚きであるが、そ

れよりもロジックボードの設計にあたっ

て、全体のパフォーマンスのバランスを

もっともよく考慮しているところがもっ

とも「驚嘆」すべき点かも知れない。

いままでハードウェアの点で取り残さ

れつつあった感のあるアップルだった

が、100MHz のシステムバスクロック

を見るにつけ、ハードウェアの点でも先

頭を競う位置に付けつつある。このとこ

はハードウェアのみならず、ソフトウェ

アも開発するハイブリッドな企業とし

て、この二つを止揚しながら先進的な提

案が可能になったと言うことだろう。

100MHz のシステムバスクロックを見

るだけでも、今後の急展開が大いに予想

される。
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モニタでのウリは、33MHz から

66MHz にアップされた ATI テクノロ

ジー社の「RAGE 128GL」のグラフィ

ックカードだろう。内蔵のビデオ回路は

なくなり、モニタへの接続は全てグラフ

ィックカード経由になる。

RAGE 128GL はクロックスピードを

倍にするだけでなく、VRAM とグラフ

ィック処理のチップと間も従来の倍の

128 ビットでつないだ。これらによっ

てモニタの処理をさらに高速化できるよ

うになった。

最大で 1920 × 1080 ピクセルまで

表示できるが、これは一般の 3 × 4 の

比率ではないので、横長のモニタでしか

使えない。実用性のあるのは 1280 ×

960 ピクセルぐらいまでか。1600 ×

1200 ピクセルでも 75MHz で表示でき

るが、やっぱり 19 インチのモニタでは、

アイコンなどが小さくなり過ぎて少し辛

い。

思いつきだが、もう少し解像度をアッ

プして 2304 × 1740 ピクセルで表示

し て 、 O S が ア イ コ ン な ど の

QuickDraw 出力を２倍サイズに拡大で

きるようにしてくれると面白い。実質的

にリアル 144ppi の表示が可能になる。

144ppi であれば、10 ポイント程度の

文字でも十分フォントデザインが確実に

認識できるだろう。また 144ppi で描画

できけば、それ以外にも使い道はあるよ

うな気がする。

さてためしに使用しているモニタのサ

ポートしていない解像度（というより未

対応のリフレッシュレート、たとえば

「推奨」されている 1600 × 1200 ピク

セル/85MHz など）を指定すると、モ

ニタへの信号が認識できなくなる。放っ

て置くと変更前の解像度に戻るときもあ

るが、戻らないときはプログラマボタン

を押して強制再起動するしかない。強制

再起動すると、変更前の解像度で表示さ

れる。

また VRAM には SDRAM が 16MB

用意されている。最大解像度で 1670 万

色表示しても約 6MB 程度の VRAM し

か必要としないので、16MB もいらな

いのだが、その余った分は、3D のレン

ダリング時にテキスチャのマッピングな

どで使用されるらしい。3D の処理を高

速に行なうためにあったほうがいいと言

うことのようだ。3D のレンダリングを

高速で便利な
モニタ環境

第４回
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DTP で使う Yosemite 読本

頻繁に行なうときには役に立つのだろ

う。また 3D のゲームなどでも威力を発

揮するのだろうが、DTP ではほとんど

関係ないだろう。また VRAM は増設で

きない。もっともその必要はないだろう

が。

さてモニタを使ううえで便利になった

のは、コネクタが DOS/V と共通のミニ

D-SUB15 ピンになったことだろう。い

ままでは Macintosh 特有のピン（いま

は Macintosh 特有になったが、昔の

NEC の 98 の標準コネクタ）が二列の

D-SUB15 ピンのコネクタで、これを接

続するには、たいてい三列のミニ D-

SUB15 ピンにのモニタケーブルに変換

コネクタを接続して使うことが多かっ

た。ミニ D-SUB15 ピン用のモニタケー

ブルは二千円から三千円位で売っている

が、変換コネクタも同じくらいするので、

Macintosh のモニタケーブルは高くつ

くことになる。しかし New G3 以降は

DOS/V 用の汎用のモニタケーブルで済

ませることが可能だ。

ついでながら、New G3 のパッケー

ジの中には、従来のケーブルが使えるよ

うにという配慮から、D-SUB15 ピンの

コネクタをミニ D-SUB15 ピンに変換す

るコネクタがついている。これはアップ

ル製の古いモニタを使っているときのた

めの配慮だろう。アップル製でなくても

古いモニタケーブルも変換すればよい。

したがって買い替えでも今までのモニタ

ケーブルはそのままでも使える。

もともと Macintosh ２台を１台のモ

ニタで接続して使うことにしていたの

で、ケーブルは別途買い求めなければな

らない。その点では、安価な汎用品を使

えるのは有難い。最初に使っている

7600/120 は SONY の Mutiscan19PS

の D-SUB15 ピンの端子につながってい

るので、New G3 はもう一つの BNC 5

ピンに接続した。

Mutiscan19PS は切替スイッチが全

面についているので、「INPUT」ボタン

を押すだけで、7600 から G3/300 へ、

またその逆も簡単に行なえる。これでモ

ニタの共有は簡単にできた。次はキーボ

ードの共有が課題だ。
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Macintosh のデスクトップマシンで

初めて USB ポートが付けられたのが、

Yosemite を搭載する New G3 である。

iMac によって、Macintosh ユーザーに

認知され、周辺機器も増えるにつれ、市

民権を着実に得てきている USB だが、

DTP ではどのような使い方、価値があ

るのだろうか。

USB の基本的なものをざっと復習し

てみよう。USB は Universal Serial

Bus のことで、インテルやマイクロソフ

トが提唱した規格である。つまり

DOS/V をベースにした IBM/PC 互換

機のインターフェースとして開発された

ものである。一応この規格はオープンに

なっていて、使用料は不要であり、

Macintosh にこれを搭載してもメリッ

トこそあれ、デメリットはほんんどない。

もちろんメリットは、業界標準のイン

ターフェースを使用することで、USB

に接続するデバイスが安く販売されるこ

とであり、デメリットは、せいぜいいま

の既存のデバイスからの乗り換えをどの

ようにするのか、あるいは乗り換えるメ

リットはどのようなことなのか、という

ことになるだろう。

仕様に関して言うと、Macintosh で

使われていた低速のポート、ADB、プ

リンタ、モデムといったものを全て一元

化できるということだ。高速モードで最

大 12Mbps（1.5MB）低速モードで

1.5Mbps で動作する。接続デバイスは、

パソコン本体や USB ハブも含めて最大

127 台。そんなにつなぐことはまずな

いと思うが、一般の使用では接続数に制

限はほとんどないと言ってよい。

余程高速でデータの転送を必要とする

デバイス以外は、全て USB で対応でき

る。キーボード、マウス、プリンタ、モ

デムや TA、あるいはスキャナや MO ド

ライブやハードディスクといった大容量

のデバイスも接続可能だ。もっとも大容

量のデバイスは転送速度の制限は受ける

から、高速でのデータ転送は望むべくも

ないが、Macintosh に標準で装備され

ている SCSI-1 につないだ MO ドライ

ブに、データを書き込むとせいぜい１秒

間に 300KB 程度の速度でしか書き込め

ないことを考えると、使い物にならない

ということはないだろう。

また電源も供給できるようになってい

て 、 New G3 の USB ポ ー ト は

低速インターフェース
を統合する USB

第５回

10



DTP で使う Yosemite 読本

DC.5.0V の電源を供給するので、電源

も持たないデバイスにも供給電源の範囲

であれば接続可能だ。もちろんそれ以上

は、デバイスもしくは USB ハブから電

源を供給する必要がある。電源を持つハ

ブを「セルフパワー型」と呼び、持たな

いものを「バスパワー型」と呼ぶ。

電源が十分に供給できないと USB デ

バイスは当然正しく動作しない。多くの

デバイスを接続するときは、「セルフパ

ワー型」のハブを使うべきだろう。また

いまのところ USB デバイス同士でも相

性があるようで、多くのデバイスを接続

すると、うまくいかないこともあるよう

だ。

USB の規格上、ホスト（コンピュー

タ）側のプラグの形状は長方形の「A プ

ラグ」、デバイス側は正方形の「B プラ

グ」になっている。ケーブルはデータ通

信用のツイストペア、電源供給、グラウ

ンド用の 4 ピン。データはノイズ対策

用にツイストペアになっていて、最大６

m まで伸ばすことができるらしい。

しかし、USB の最大のメリットはホ

ットプラグという点につきるのではない

だろうか。抜き差し自由のインターフェ

ースであるということが、USB を使う

もっとも大きなメリットであるといえる

のではないか。

これは一つのデバイスを USB を切り

換えることで簡単に接続可能にするわけ

で、複数のパソコンに対して単数のデバ

イスを手間をかけることなく共有できる

ということだろう。

特に多様化するストレージに関して

は、一つあれば何人もで共有できるとい

う点がありがたい。DTP では移動用の

リムーバブルでは MO ディスクが標準

になっていて、Macintosh 一台に MO

一台を装備しなければならないが、それ

以外の使用頻度の低い ZIP やスーパー

ディスクなどは、何人かで共有すればよ

い。要するに必要なときだけ取り出して

つなげばいいわけである。Macintosh

のシステムにドライバだけインストール

しておけばいいわけで、普段は箱の中に

仕舞っておいても構わない。

いずれにしてもホットプラグ化された

USB であれば、今後新たなデバイスが

現れても、追加投資はそれほど気にはな

らないだろう。

また一つのデバイスを複数のパソコン

で共有するときは、USB の切り換え器

をつかえばよい。ホットプラグである以

上、切り換えはスイッチ一つで簡単に行

なえる。
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さて二台の Macintosh を一つのモニ

タで共有している私としては、当然キー

ボードも共有してスイッチ一つで簡単に

切り換えたいと思うわけである。

古い Macintosh と新しい New G3

とでキーボードを共有する方法は二つあ

る。一つはいままでどおりで ADB ポー

トを切り換えて接続するという方法で、

この場合は ADB の切り換え器と ADB

を接続したときシステムが認識できる機

能拡張ファイルを用意すればよい。基本

的にはキーボードは外した後もう一度つ

ないでもうまく認識されず、反応が遅く

なったりするので、結局再起動するしか

なく、それを回避するためのユーティリ

ティがいくつか出回っている。もっとも

私は使っていない。

もう一つは、古い Macintosh の PCI

バスに USB カードを拡張して、USB

でキーボードを共有する方法である。こ

の場合、ホットプラグであるため、キー

ボードが認識されないということはな

い。

いまのところ ADB で共有するという

選択肢がもっとも間違いないのだが、せ

っかくの USB なので、キーボードの共

有を USB でやってみることにした。う

まくいかないかも知れないが、試してみ

たくなったのである。

それで早速 USB のカードを買ってき

て、7600/120 ＋ Booster750 の PCI

バスにつないでみた。あわせて USB の

切り換え器も購入した。切り換え器は４

ポートの切り換えできるものが 5 千円

程度。USB カードは１万円前後である。

キーボードは New G3 に付属するもの

を使う。

まだまだ安くない USB ケーブルが余

計に必要となるが、接続は簡単に終わる。

New G3 で入力してみる。問題なく動

作する。当たり前か。次に 7600/120

に切り換える。まずモニタの全面の

「INPUT」スイッチで 7600/120 がつ

ながった「HD15」の入力に切り換え、

続いて USB 切り換え端子も同じく

7600/120 の USB カードにつながった

ポートに切り換える。おぉ、入力できる

ではないか。エディタで入力しても問題

なく動作とするぞ。これは使えるかも知

れない。

しかしそうは問屋が卸さなかった。残

念ながら一部のキーが反応しないのだ。

USB でキーボードを
共有する

第６回
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DTP で使う Yosemite 読本

New G3 の JIS キーボードで「む」と

か「ろ」と印字されたキーがまったく入

力を受けつけない。私はシフト JIS 時代

のキーボードをしかもかな入力で使って

いるので「へ」とかが入力できなくなっ

てしまう。やっぱり使えないのか。むむ、

残念。

早速 USB カードを販売していたベン

ダーの URL を探し当て、質問のメール

を送る。

「USB カードでキーボードを接続して使

うと、一部のキーが反応しないのですが、

これはどうしてでしょうか」

返事は間もなくかえってきた。「当社

の USB カードはキーボードの配列の問

題から、iMac や New G3 のキーボー

ドには対応していません」と言うことだ

った。

ついでも厚かましくも同様の商品を発

売している別のベンダーにも質問のメー

ルを送った。ユーザーでないにも関わら

ず、すぐに返事がかえってきて、こちら

は「USB のサポートにはアップルから

供給された USB ドライバを使用してい

て、これは US 仕様のため、一部でない

文字があるはず」とのことだった。ひょ

っとすると「New G3 にある USB のド

ライバをコピーして使えば回避できるか

も」とあったが、New G3 のシステム

にそれらしき USB のドライバを見つけ

ることができなかった。

この問題は「Macintosh ニュース」

でも触れられており、USB を使いなが

ら、ADB ポートにもキーボードを接続

していると、システムはキーを認識する

はずとあったが、そうしていても、残念

ながら、認識されないのである。

ちなみに 7600/120 は USB カード

を使うため、Mac OS 8.5.1 にアップデ

ートした。USB カードは 8.1 以降で対

応しているのだが、手元に 8.1 はなかっ

たので、この際だと思い、システムをア

ップデートした。

というわけで、USB キーボード共有

作戦は、完全には成功したとはいえない。

一応ほとんど使えるが、7600/120 で

「へ」の文字入力だけは、隣においてあ

る ADB キーボードから入力している。

その場合だけ右手をひょいと伸ばさない

といけないが、それ以外は、その都度キ

ーボードを入れ替える手間を考えると、

当面のあいだと割り切って我慢して使う

しかない。

いまのところ、ADB で切り換えする

方法もあるが、いずれ USB での切り換

えは普通になるに違いない。

これから、同時に扱う Macintosh の

数が増えてきたとき、USB でのキーボ

ード切り換えは楽になる。たとえば

PowerBook 増やすときでも、USB の

ケーブルをつないで、切り換えるだけで、

キーボードのポジションは変える必要は

ない。

おそらく日本製のキーボードに対応し

た USB のドライバがリリースされれ

ば、古い Macintosh での入力トラブル

は解決する問題だと思うので、それまで

はキーボードを USB での切り換えで行

なうしかあるまい。
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New G3 から SCSI が標準仕様から

外された。SCSI が外された理由はいろ

いろあるにしても、最大の理由は、あま

りに古びてしまった仕様にあると言わざ

るを得ない。まだまだ現役で使えるにし

ても、将来性を考えると、廃棄するしか

ないと言うことだろう。

Macintosh の将来性を考えると、

SCSI から FireWire に大容量データ転

送の仕組みを置き換えていくためには、

ドラスチックに SCSI 端子を廃棄すると

いう、いわばデモンストレーション的な

意思表示が必要になる。それほど SCSI

インターフェースは浸透している。

DTP をするためにはいまのところ

SCSI 端子は必要だ。従ってプリセット

されていなくても、使えるようにするし

かない。むかしと違って Macintosh の

SCSI カードも安くなったので、取りあ

えず SCSI カードを買ってきて取付けれ

ばよい。PCI バスに差し込むカードは、

アダプテック・ジャパンやラトック・シ

ステムの安価な SCSI カードで十分だろ

う。

New G3 でも最速のマシンでは最初

から SCSI カードがついているが、これ

は Ultra Wide 2 の規格なので通常の

Ultra SCSI のデバイスは使えない。そ

のうえ最速マシンの Ultra Wide 2 SCSI

は LHA の規格に則ったデバイスに限定

されるうえ、LHA のデバイスはいまの

ところほんんどない。最速マシンにセッ

トされた SCSI カードは DTP では実質

的には役に立ちそうにない。

さて、SCSI カードがあればそれで済

むのかというと、必ずしもそうではない。

今販売されている SCSI カードの安価な

ものは、Ultra SCSI タイプのもので、

これらはハードディスクや MO ドライ

ブといった外部記憶装置ではほぼ問題な

く使用できるが、一般のフラットベット

タイプのスキャナでは、たいていが

SCSI カードの拡張バスに対応していな

い。ラトック・システムの REX -

PCI30P のカタログには、「TWAIN 対

応のスキャナドライバが拡張バスに未対

応のため」とあるが、低価格のフラット

ベットスキャナはたいていが「TWAIN

対応」であるため、まず使えないと考え

られる。（ただし最近は SCSI-1 に対応

した 25 ピンの端子を持つカードも販売

されている）

やっぱり欲しい
SCSI カード

第７回
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DTP で使う Yosemite 読本

そのため、いままでのスキャナを使う

ためには、いままで標準で付属していた

SCSI-1 のポートに接続するしかない。

つまり旧型の Macintosh が必要という

ことになる。もっともスキャナについて

は、New G3 であれば、USB 仕様のも

のを接続するという選択肢もある。ただ

しその場合は、USB スキャナは旧型の

Macintosh ではそのままでは使えない。

ちなみに、SCSI カードはもともと

Power Macintosh 7600/120 に Ultra

SCSI をセットして、ハードディスクだ

けでも高速にしようと思い、購入したも

のだ。7600 にはインターウェアの

Booster750/233 が換装されていて、

それに REX-PCI30P を差し込んだとこ

ろ、ブートしなくなった。カーソルが左

上に現れたときに止まってしまうのだ。

システムを読み込む前にブートが止ま

るので、ハードウェアの問題だと考えら

れ る 。 R E X - P C I 3 0 P と

Booster750/233 がぶつかっていると

しか考えられない。

しかし、インターウェアのページのサ

ポート情報では、REX-PCI30P は

Booster750/233 上で動作するとされ

ているので、差し込み方に問題があるの

か、別の要因が重なっているのかも知れ

ない。念のため、ラトック・システムに

送って見てもらったが、問題はないとの

ことだった。

というわけで、7600 ではうまく使え

なかった REX-PCI30P だが、いまは

New G3 にセットされ、そこから SCSI

機器に接続されている。いまのところ接

続しているのは、CD-R のみだが、全く

問題ない。またラトック・システムのペ

ージから、New G3 でブートできるよ

うするファームウェアをダウンロード

し、ROM を書き換えた。

最終的には外部インターフェースは、

USB や FireWire に置き変わっていく

だろう。やはりホットプラグの便利さを

体感すると、SCSI の規格の古さが身に

しみる。しかし、当面の間いまある

SCSI 機器を接続しないということは考

えられない。New G3 を使う以上、

SCSI カードの増設は仕方がないことだ

ろう。
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Yosemite になって Ethernet が初め

て 100Base になった。Macintosh の

ネットワークは栄光のローカルトークを

経て、10Base-2 から 10Base-T となり、

iMac 以後やっと 100Base を達成した。

100Base といってもいくつか種類が

あり、大きく分けると HP が音頭をとっ

て開発した 100VGA -An y L a n と

100Base-T がある。100VGA-AnyLan

は 10Base との下位互換性を無視し、

パフォーマンスを追及した規格だった

が、登場時に高コストであったためほと

んど普及しなかった。

結果的には、10Base と共存可能な

100Base-T が次世代がネットワークの

仕様となった。100Base-T にはケーブ

ルなどの仕様の違いによって 100Base-

T2、T4、FX 等があるが、Yosemite に

搭載されているのは最初に開発された

100Base-TX である。

さてはたして 100Base-TX になると、

ネットワークのパフォーマンスは向上す

るのだろうか。

Yosemite の 100Base-TX の能力を

完全に引き出すには幾つかの条件があ

る。まずは全二重通信で送受信すること、

である。

いままでの Ethernet は半二重という

方式で通信を行ってきた。この方法は確

実に手続きを踏んで行うので、安心かつ

安全であるが、その分だけパフォーマン

スは低下する。もともと Ethernet では

ネットワーク上で同時に複数の送受信を

行えない。したがってあるノードからパ

ケットが送られると、他のノードはパケ

ットの送受信が完了するまで待つことに

なる。しかも半二重の場合は、送信した

ら受信側が受けとったという確認のパケ

ットを返信して、初めてひとつのパケッ

トの送信が完了するのだ。

また複数のノードから同時にパケット

が送出されると、コリジョンといってパ

ケットの衝突が起こり、両方のパケット

は破棄されてしまう。ネットワークでの

通信頻度が高くなると、間違いなくコリ

ジ ョ ン は 増 加 す る 。 し た が っ て

Ethernet で多くのコンピュータを繋い

だ環境でネットワークのパフォーマンス

が著しく低下してしまうのは、このコリ

ジョンの頻度が高くなるからなのであ

る。

こういったコリジョンによるパフォー

100Base-TX
の実力

第８回
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マンスの低下を避けるために開発された

技術が全二重という方式である。基本的

には全二重はコリジョンを発生させない

ようにする。簡単に言うと、ハブを賢く

するのである。

以前のハブはシェアードハブと呼ばれ

るもので、いわば単なる信号の増幅器で

しかない。送信された信号はハブで増幅

されてネットワークに繋がった全てのノ

ードに送られる。パケットには送信先ア

ドレスが書かれているので、それを受信

側が読んでパケットを受け取るのであ

る。つまりハブは通過点にしかすぎない

（だから安い）。

いま低価格で販売されているものはた

いていがリピータハブと呼ばれている

が、これはシェアードハブにバッファを

積んだだけで、基本的な構造はほとんど

変わらない。

そしてこのハブを賢くしたしたもの

が、スイッチングハブと呼ばれるハブで

ある。スイッチングハブは、ハブ内のコ

ントローラがパケットの送信先アドレス

を読み、パケットを送信先だけに転送す

る。しかもハブ内の回路は各々のポート

にバイパスできるよ

うになっているの

で、送受信先が重な

らないかぎり、複数

の通信が可能にな

る。スイッチングハ

ブの性能は、コント

ローラの性能と、バ

ックプレーンと呼ば

れるハブ全体の通信

能力のキャパシティ

によって決められ

る。

そして全二重を使うためには、このス

イッチングハブが不可欠になる。全二重

でスイッチングハブを使ってネットワー

クを組めば、単純に言って半二重の倍の

パフォーマンスが得られる。

これは全二重では、スイッチングハブ

が受信ノードの代わりにパケットをどん

どんと受け取るからである。しかもパケ

ットを受け取って、律儀に受信確認をし

てから次のパケットを受けるということ

はしない。全二重では送信と受信を同時

に行えるので、パケットを連続して送り

続けることができる。そのため実質的な

送信パフォーマンスは半二重の倍といわ

れる。したがって全二重ではそのパフォ

ーマンスを確実に生かせば、100Mbps

ではなく 200Mbps の通信能力がある。

つまり理論値では１秒間で 25MB のデ

ータを送ることが可能なのである。

とはいえ Yosemite 同士を全二重でネ

ットワークしても、せいぜい１～２ MB

程度のパフォーマンスしか得られない。

高速の通信を行うためには、まだ別の要

因があるのである。
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Ethernet で全二重のパフォーマンス

を最大限に発揮させるためには、ネット

ワークカードとスイッチングハブだけで

は限界がある。ひとつはソフトウェアの

問題であり、もう一つはハードウェアの

問題である。

ソフトウェアの問題とは、ネットワー

クプロトコルの仕様にあるといってよ

い。簡単に言うと Macintosh のネット

ワークプロトコルは「遅い」の一言に尽

きる。

ファイルサーバとして Macintosh を

ネットワークするソフトウェアは、セレ

クタにある AppleShare という機能拡

張書類である。これは AppleTalk のプ

ロトコルを使って、ファイルサーバを提

供する。

Macintosh の素晴らしさは、ファイ

ルサーバというややこしい機能を「ファ

イル共有」という簡単な設定で手に入れ

られることだろう。一台の Macintosh

を「ファイル共有」でサーバにしてやれ

ば、ネットワークでつながった他の

Macintosh から、共有指定したボリュ

ームもしくはフォルダを開いてアクセス

できる。

ただしこのファイルサーバの欠点は、

サーバが落ちると、クライアントが即そ

の影響をうけることだ。サーバがフリー

ズして、クライアントの動作が遅くなっ

たり、フリーズしたりすることは珍しく

ない。

もともと AppleShare であっても、

サーバマシンは別にして完全にサーバと

してのみ使えばほとんど問題がないが、

現実にはサーバ兼クライアントとして使

用することが多く、そのため余計にトラ

ブルが発生する。

またネットワークにつながっている複

数の Macintosh をサーバにしている

と、ネットワークのパフォーマンスが著

しく落ちる。これはサーバマシンがブロ

ードキャストという信号を 30 秒おきに

ネットワークに送りだすことに起因す

る。サーバの存在を主張しネットワーク

にパケットが流れていないかどうかを調

べ る の で あ る 。 こ れ が 一 台 の

Macintosh からの信号であればまだし

も、複数台になると、ブロードキャスト

の信号が頻繁にネットワークを占拠する

ことになり、ネットワークの混雑が加速

する。もし 10 台の Macintosh にサー

TCP/IP で
パケットを送る

第９回
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DTP で使う Yosemite 読本

バの設定がなされていれば、単純にいっ

て３秒に一回ブロードキャストの信号が

流れていることになり、このような

AppleShare サーバによる混雑をブロー

ドキャストストリームと呼ぶらしい。

従ってサーバのパフォーマンスを上げ

るためには、まず確実にサーバマシンを

決め、そのマシンだけをサーバにすると

いう設定が必要になる。そうすると、

AppleShare であっても、多少のパフォ

ーマンスは向上するはずだ。

もう一つの原因は、AppleShare で作

られるパケットサイズが小さいというこ

とがある。最大値でどのくらいなのかは

知らないが、Etherne t で動作する

TCP/IP のパットよりサイズがかなり小

さいらしい。

もともとパケットには、通信されるデ

ータ以外のものがだいたい 60KB 程度

含まれている。そして TCP/IP では一

つのパケットの最長サイズは 1500KB

程度だが、必ずしも最長サイズでパケッ

トが作られるわけではない。最初は小さ

く、そしてネットワークがすいていると、

だんだんと大きなパケットサイズになる

のだ。もし一つのパケットで 1500KB

のデータを転送できれば、実質的なデー

タの転送量はかなり大きくなるに違いな

いが、ネットワークが混雑していたり、

ブロードキャストのような信号が割り込

むと、またいちから小さな信号を送るら

しい。AppleTalk ではもともとの最大

サイズのパケットが小さいため、ネット

ワークがすいていても、あまり大きなパ

フォーマンスが得られないようである。

Ethernet のネットワークでデータの

通 信 量 を 上 げ る た め に は 、 ま ず

AppleShare ではなく、TCP/IP のよう

な高速のプロトコルを使用する。そして

サーバマシンを決めるということが必要

になる。

Macintosh で TCP/IP でやり取りす

るためには、サーバに AppleShare IP

というソフトウェアのインストールし、

クライアントに AppleShare Client と

いうソフトをインストールする。これで

AppleShare IP の Web & File Server

で TCP/IP をセットするだけである。

それ以外にもハードウェアの問題もあ

る。つまり Macintosh のハードディス

クの読み書きの速度にも影響される。

SCSI-2 クラスの１秒間に実測値で５

MB 程度でしか読み書きできないとなる

と、その半分も送れればいいほうだろう。

いくらネットワークが高速になっても、

Macintosh のハードディスクが遅かっ

たり、パケットを作成処理する時間がか

かると、当然通信パフォーマンスは下が

ることになる。

ちなみに New G3 に AppleShare IP

をインストールし、7600 /120 の

10Base-T のポートにつないで、クライ

アントからサーバからスイッチングハブ

経由でデータを送ってみると、最大で１

秒間に約 1.2MB でデータが転送され

た。10Base-T は多分半二重だから、

10Mbps そのままのパフォーマンスが

発揮されている。

実 は 7 6 0 0 / 1 2 0 に 全 二 重 の

100Base-TX 対応の PCI カードをいれ

てつないでみたが、相性が悪いようで、

思いっきり遅かったり、転送途中で止ま

ったりする。一説によると、機能拡張の

「Apple Enet」という拡張書類が、
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Macintosh 純正のネットワークカード

にのみ対応していて、その機能拡張が優

先されるため、うまく働かないという。

しかし「Apple Enet」を外して、サー

ドパーティの Ethernet カードの機能拡

張書類のみにしても、正しく動作できな

かった。原因としては、7600 にセット

した G3 カードと Ethernet カードがぶ

つかっている可能性もある。

それで Ethernet カードを別のメーカ

ー の も の に 変 え て み た 。 や は り

Macintosh のイーサネットカードとし

ては定番の Farallon 製のものにするこ

とにした。つまり dit から販売されてい

る「NET-G FastEther TX 10/100 PCI」

にしたのである。

うまくいくかどうかはわからないが、

古くから Macintosh 用のイーサネット

カードを販売しているのだから、パフォ

ーマンスは期待できるだろう。

作業は簡単で、カードを PCI バスに

差し込み、ドライバーユーティリティを

インストールする。つぎに再起動し、コ

ントロールパネルの AppleTalk で経由

先を「NET-G FastEther TX 10/100」

にし、TCP/IP の設定もカードに切り換

えるだけ。

以前のカードと違って、「NET-G

FastEther TX 10/100」には「NET-G

Setup」というユーティリティがついて

いて、これでカードの通信方法などを設

定 で き る 。 こ こ で 設 定 す る と 、

100Base-TX 全二重に固定することが

できるらしい。

設定のダイアログのなかに「安全なキ

ャッシュ設定」という項目があり、

「Interware の G3 カードをご使用の場

合」とある。ユーザーガイドを読むと、

Interware の G3 カードでは PCI バス

のデータ転送において、キャッシュの取

り方が違っているため、ファイル転送が

異常におそいという現象が発生すること

があるらしい。

なるほど。最初のイーサネットカード

がうまく動作しかなったのは、キャッシ

ュの方式によるものか。G3 カードを取

付けると、もともと本体にセットされて

いたキャッシュを取り外すので、ひょっ

とするとそれとの関係だろうか。よくわ

からんが、「NET-G FastEther TX
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「NET-G FastEther TX 10/100 PCI」をインストールす

ると、NET-G Setup というユーティリティも同時にイ

ンストールされる。これを使うと、Ethernet の転送モ

ードを固定にできるほか、Interware の G3 カードのキ

ャッシュ設定にも対応している。



DTP で使う Yosemite 読本

10/100」は Interware の G3 カードに

配慮してあるようだ。有難い。

というわけで、やっと 7600 と G3-

300 を 100base-TX 全二重で接続する

ことができた。ファイルの転送も問題な

く行なわれる。

通信のパフォーマンスの方はどうだろ

うか。まず、7600 からサーバの G3-

300 に転送するときは、約 35MB ほど

の画像ファイルが８秒から 10 秒で転送

される。１秒間に 4MB 程度ということ

だ。これは素晴らしい。これだけあれば

全く文句のいいようがない。

つぎに G3-300 から 7600 に転送し

てみる。最初はうまくいかなかったが、

スイッチングハブがコリジョンを起こし

ていたので、ハブも含めて全ての電源を

一旦きって、もう一度電源を入れると、

こちらの方も予想どおりのパフォーマン

スが達成された。

というわけで 100base-TX 全二重で

AppleShare IP でのネットワークであ

れば、まず問題なくかなり高いパフォー

マンスが得られるはずであり、ハードデ

ィスクやスイッチングハブの仕様にもよ

るものの、１秒間に５ MB 程度は通信

可能のようだ。

１秒間に５ MB 転送できれば、間違

いなく、Macintosh のみでファイルサ

ーバは構築できるのである。
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いままで SCSI 機器にならされていた

ものにとっては、FireWire（IEEE-

1394 規格のアップルの商品名）は驚異

の一言に尽きる。抜き差し自在の高速ス

トレージやドライバができれば、これほ

どありがたいことはない。

当初 DV 絡みの用途が取りざたされ

ていたが、実際には、ハードディスクや

MO ドライブ、CD-R などの既存の用途

からのスライドは思いのほか早いよう

だ。

しかし考えてみると、この進歩の激し

いコンピュータ業界で SCSI が生き延び

てきた長い時間を振り返ると、よくがん

ばったなぁ、と感じざるを得ない。が、

やはりそろそろ高速データ転送規格の主

役の座は降りるべきかもしれない。もち

ろん SCSI はまだまだ進化しそうだし、

Windows でも SCSI はなくてもならな

いようになってきたが、それでもホット

プラグの魅力にはかなわない。

それにしてもいままで何故、ホットプ

ラグができなかったのだろうか。技術的

には、もっと昔にできていてもよかった

はずではないか。いままでそういうこと

はできないと思い込まされていた我々は

本来あるべき姿を知ったというべきだろ

う。

いまのところ低速は USB、高速は

FireWire という具合に使い分けるとさ

れているが、USB も高速化を図ってい

て、FireWire との競合もあるかもしれ

ない。インテルを中心とする USB 推進

派は、来年度中には 480Mbps の USB

2.0 の規格を商品化する予定で、これが

FireWire のライバルになる。といって

もどちらかに統一せず、棲み分けられる

可能性がもっとも大きいかもしれない。

いずれにしてもホットプラグは当然に仕

様になっていくだろう。

Y o s e m i t e に 付けられている

FireWire は最大 400Mbps までをサポ

ートする。正確には 1 0 0、 2 0 0、

400Mbps の三種類の転送速度をサポー

トしている。今後の仕様としては、

800Mbps、1.6Gbps、3.2Gbps あたり

までが取りざたされているが、あくまで

青写真にしか過ぎず、いつ頃にそういっ

た高速の転送が実現できるかはまだまだ

見えない。

しかし当初は 100Mbps 対応がほと

んどだったのが、いまでは 400Mbps

高速ホットプラグ
FireWire

第 10 回
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のデバイスも登場している。こうして

FireWire デバイスが普及していけば、

高速化にむけた勢いはけっこう早いかも

知れない。

さて 100Mbps は、単純に換算する

と１秒間に 12.5MB の転送速度という

ことになる。400Mbps では 50MB に

なる。もちろんこれは理論値なので、実

際のスピードはもっとも遅いはずだ。

SCSI でも実際には理論値の半分もあれ

ばいいほうだから、FireWire も同じよ

うなものだろう。

実際に発売されている FireWire のハ

ードディスク（400Mbps に対応したも

の）でも、ベンチマークテストでは、

NewG3/350 の内蔵の IDE ハードディ

スクから、外付けの FireWire のハード

ディスクにデータを転送すると、１秒間

に約 3MB（１ファイルの場合）といっ

たところである。同じ仕様の作業を

Ultra 2 SCSI（理論値 40MB/ps）では

ほぼ倍の６ MB になっているから、デ

ータ転送のパフォーマンスは思ったほど

ではない。もちろんこのテストでは内蔵

のハードディスクを読み込む時間がかか

っているの分だけ遅いため、FireWire

ハードディスクの純粋なパフォーマンス

ではない。

しかし実質的には 400Mbps 対応で

あれば、UltraSCSI 程度のパフォーマン

スはあると考えいいわけで、それでホッ

トプラグの恩恵を受けることができるの

であれば、FireWire の魅力はいやがお

うでも増すに違いない。

FireWire は転送速度からいうと、ほ

ぼ SCSI のパフォーマンスに追い付きつ

つあるといってもよい。価格的にも、

SCSI の外付けハードディスクと比較し

たときもうそれほど差は無くなってい

る。少なくともこれからは外付けハード

ディスクは確実に FireWire になるだろ

うし、MO ドライブや CD-R も着実に

FireWire が主流になっていくに違いな

い。

ただしこれだけは、実際に使ってみて

ホットプラグの便利さを体験しないこと

には理解できないものかもしれない。い

ままで馴染んだ SCSI に飼い慣らされた

私たちのビヘイビアはすぐさま変わるわ

けではないが、それでも一度使えば、

SCSI に戻れないこともまた確かなので

ある。

FireWire の可能性は、まだもうひと

つある。それは FireWire をネットワー

クとして使うことである。現在 IP over

IEEE1394 というインターネットプロ

トコルで通信する規格が進んでいる。そ

の場合、400Mbps で一つのパケットサ

イズが 2048 バイトとなっているが、こ

れは Ethernet 上の TCP/IP のパケット

サイズより大きい（Ethernet は 1500

バイト程度）。まだ全ての詳細が明かに

なったわけではないが、パケットサイズ

が大きくなると、ネットワークでのワイ

ヤースピードは間違いなく高速化する。

もちろん Ethernet もギガビットの時

代が見えてきたので、すぐさまネットワ

ークの標準仕様の座を奪われることはな

いにしても、FireWire が 800Mbps や

1.6Gbps になったとき、NetBoot は

FireWire で、ということになる可能性

は決して少なくないのではないだろう

か。
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本来低速のデバイスを統合する USB

だが、高速のデータ転送を要求するハー

ドディスクや MO ドライブ、CD-R な

どのデバイスも当たり前のように USB

仕様で登場している。最速でも理論値で

1.5MB しかないので、やはり心もとな

い部分がある。実際に高速のデバイスで

の使用感はどのようなものだろか。

多分データ転送速度は期待できないだ

ろうが、それにも増してホットプラグの

便利さが大きければ、使ってみる価値は

あるだろう。というわけで、USB のハ

ードディスクを買ってきて使ってみた。

ちょうど外付けのハードディスクを買

おうと思っていたのだ。取りあえず

Ultra SCSI の外付けハードディスクを

買う予定にしていた。外付けでも 4GB

程度で２万円強というところか。容量の

パフォーマンスだけでいうと、IDE 仕

様の内蔵ハードディスクが一番安いの

で、同じ値段であれば３～４倍程度のデ

ィスク容量にはなるはずで、それにする

というのも考えないでもなかったが、そ

の場合は当たり前のことだがハードディ

スクを付け替えることができない。

いまのところ２台の Macintosh をメ

インにしているのだが、そのときによっ

て使っているマシンは違う。どちらか一

方が塞がっているときは、もう一方を使

うしかない。一番厄介なのは、メーラー

を使うときで、２台で別々にメールを受

信していると二重にメールを落とすこと

になる。

それと、メールに添付するファイルや

原稿、あるいは Web にアップするファ

イルなどもメーラーと同じマシンに置き

たい。

New G3-300 と 7600 の２台の両方

を切り替えて、メーラーとインターネッ

トで必要とするファイルを使うために

は、ホットプラグのハードディスクを使

うしかない。それを考えるといまのとこ

ろ USB しか選択肢はないのだ。

もちろんホットプラグなら FireWire

の方がいいに決まっているが、まだまだ

FireWire のハードディスクは種類は多

くないし、安くなったとはいえそれほど

安くもない。そのうえ 760 0 には

FireWire のポートはないのだ。しかし

USB のカードはもう既にささっている

ので、USB のハードディスクであれば、

両方で使うことはすぐにできる。

USB の
ハードディスクを使う

第 11 回
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USB 仕様のハードディスクは 4GB

のものが約 3 万円程度で、外付けのも

のより少し高い。多分中身は IDE のハ

ードディスクで、USB を IDE に変換す

るコンバータがついているのだろうと思

われる。

USB のハードディスクを使うために

は、機能拡張ファイルが二つほど必要に

なる。また OS は Mac OS 8.5.1 以上

が推奨となっている。New G3-300 が

Mac OS 8.6、7600 は Mac OS 8.5.1

だからこれは問題ない。ついでながらシ

ステムプロフィールを見ると、Mac OS

の認識は、USB ではなく、内蔵 RAM

の扱いになっている。

準備ができてハードディスクをつなぐ

と、OS がハードディスクを初期化する

か聞いてくるので、HFS にするか

HFS ＋にするを選択するだけでよい。

ちなみに買った USB のハードディスク

にはペラ１枚の注意書きのようなものが

あるだけで、あとは付属する CD-ROM

の HTML が説明書になっている。

ホットプラグだから抜き差し自由かと

思って、マウントしたまま USB のケー

ブルを抜いたら、アラートがでて怒られ

てしまった。ケーブルを抜く場合は、ハ

ードディスクのアイコンをゴミ箱に捨て

てから、抜かなければならないらしい。

しかし一度抜くともう一度マウントする

25

USB のハードディスクをマ

ウントして、システムプロ

フィールを開く。USB ハー

ドディスクは内蔵 RAM 扱

いになっている。
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ときはどうするのだろうか。やはりもう

一度ケーブルを差し直すか、ハードディ

スクの電源をいれ直すしかないのだろう

か。

これでメーラーを丸ごとと、DTP-S

の HTML ファイル一式といままで書い

た原稿類やその資料、そしてセミナー等

の関係ファイルは全て USB ハードディ

スクに移した。まだ多少の不安があるの

で、オリジナルのデータはできるだけデ

スクトップマシンのハードディスクにも

残してある。それらのデータを削除して、

内蔵ハードディスクのダイエットも目的

の一つだから、いずれは削除しなければ

ならない。

さて速度の方はどうだろうか。実際の

ところ USB ハードディスク上で、

ARENA を起動すると、立ち上がりがか

なり遅い。立ち上がってからはそれほど

ではないが、一呼吸おいてから読み込み

が始まるような感じである。まあ、ある

程度遅いのは仕方がないか。

また最初にファイルを 100MB 単位

でコピーしていると、途中でとまったり

と動作が安定しないこともあった。原因

はよく分からないが、いまのところは問

題なく動作している。USB であっても

ノートン先生は効くので、定期的に手入

れするしかないかもしれない。

データ転送のスピードの方も計測して

みた。MAC POWER10 月号で、USB

の 640MB の MO ドライブのテストが

あったので、同じような条件でコピーし

て比較してみた。

そこでは New G3-300 の内蔵ハード

ディスクから USB の MO ドライバへ

の書き込みは 35 秒、反対に読み込みは

19 秒となっている。テストに使用した

データは１ MB 強の TIFF の画像ファ

イル７枚（7.5MB）となっていたので、

同様のファイルを作成し、実験してみた。

New G3-300 から USB ハードディ

スクへの書き込みは 18 秒で、その反対

の読み込みは 16 秒であった。読み書き

ともに１秒間に 400KB 強で、使えない

ほど遅くはない。テキスト形式中心のデ

ータであれば、まず問題がない。USB

のデータ転送の理論値、1.5MB から考

えると、まあまあの結果だろう。

多少の難点はなくはないが、それにし

てもホットプラグは便利だ。歓迎すべき

ことかどうかは分からないが、USB の

ハードディスクを持ち帰り自宅の iMac

につなぐと自宅でも仕事ができてしま

う。いやはやこの便利さを体感すると、

やはり SCSI には戻れないことを確信し

てしまった。
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画像素材のハンドリンクをしている

と、内蔵の６ GB のハードディスクでは

とうてい足らないようになってきたの

で、新たに内蔵のハードディスクを付け

足すことにした。

New G3 では内蔵ハードディスクの

ベイが合計で三つ用意されているので、

増設はそれほど難しくはない。ただし

Apple では内蔵ハードディスクには

SCSI 使用のものを推奨しており、内蔵

されているハードディスクと同じ ATA

仕様のものを増設した場合についてはサ

ポート外になってしまう。

しかし、価格からいうと、3.5 インチ

の内蔵の ATA 仕様のものは２万も出せ

ば十数 GB のものが買えるが、SCSI は

そうはいかない。その上、UltraSCSI と

比較すると、データ転送速度は ATA の

方が早いのだ。多少のリスクがあっても、

安くてパフォーマンスの高い ATA を使

いたくなるのが人情だろう。

New G3 のドアを開くと、向かって

右側のベイにプリセットされたハードデ

ィスクが収まっている。これはもちろん

ATA 仕様のものだ。その左側に二つの

ハードディスクベイがあり、増設したハ

ードディスクはこのどちらかにセットす

ることになる。

まず New G3 本体の底面にビスで固

定されたハードディスクトレーを外し、

それにハードディスクを固定し、もう一

度ハードディスクトレーを本体の底面に

ビス止めする。あとは、ケーブルをつな

ぐだけ。

ケーブルをつなぐ前に、新しいハード

ディスクのデバイス指定が必要になる。

IDE ハードディスクのデバイス指定は

マスターとスレーブに二つだけで、プリ

セットされたハードディスクはマスター

になっているから、新しい方をスレーブ

にする。私の買った IBM 純正品はジャ

ンパーピン仕様のものなので、二つのジ

ャンパーピンの差し込み位置をかえて、

スレーブモードにする。これをしないで

両方をマスターにすると、内部のデータ

が破壊されたりするそうである。

さてハードディスクでもっとも注意し

なければならないのは、実はケーブルで

あった。ハードディスクを買ったとき、

同時に買い揃えたのは 40 ピンの IDE

フラットケーブルであった。これは千円

程で買える。このケーブルは増設用のケ

ATA の内蔵ハード
ディスクをセットする

第 12 回
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28

ーブルで、ロジックボードにある ATA

インターフェースから、一旦内蔵のハー

ドディスクに接続されていたケーブルを

抜き、代わりに増設ケーブルをつなぐよ

うになっている。端にあるコネクタを

ATA インターフェースを接続し、ケー

ブルの中間にあるコネクタを内蔵のハー

ドディスクにつなぐ。そしてもう一方の

端にあるコネクタに新しいハードディス

クをつないだ。

電源ケーブルを差し込んで、ドアを閉

じ、起動した。そして増設したハードデ

ィスクを OS の機能を使って初期化す

る。しかし振るまいがおかしい。ウィン

ドウがすぐに開かなかったり、ファイル

のコピーに馬鹿みたいな時間がかかって

しまうのだ。なにか間違ってるのかもし

れないが、原因は不明。

可能性としては、やはりケーブルを怪

しむしかない。内蔵のハードディスクは

ATA-4 だから、本来であれば 40 ピン

のフラットケーブルでいいはずなのだ

が、ケーブルをよく見ると、使われてい

るのは 80 ピンのフラットケーブルであ

った。

IDE ハードディスクの進化形である

ATA-4 対応の仕様は、理論値で最大

33MB のデータ転送が可能になってい

る。しかし高速である分だけ、信号の電

気的特性にうるさく、ちょっとしたノイ

ズの発生で信号が適切に転送できないこ

ともあるようだ。安全性を考えると、ノ

イズの発生しにくい方法を使うほうがよ

い。そのほうがハードディスクは安定す

る。

Ultra DMA/66 では、安定性を優先

して 40 ピンの信号を 80 ピンにして増

えたラインにシールドを割り当てて使用

することになっている。Ultra DMA/33

の ATA-4 でも 40 ピンを使うよりも、

80 ピンの方がデータの転送は安定して

いるということになり、増設ケーブルに

80 ピンを使うほうが間違いなさそうだ。

ノイズを受けにくくする方法としては、

内蔵ハードディスクから延長せずに、

CD-ROM につながっているもうひとつ

の ATA インターフェースから延長する

という手もあるらしい。

さてもう一度ハードディスクのパッケ

ージを見ると、買ってきたものは Ultra

DMA/33 ではなく、Ultra DMA/66 で

あった。IBM 製の「DJNA-371350」

という回転速度 7200rpm、シーク速度

9.0ms で 13.5GB のものだが、その横

に「ATA/66」と書かれていた。Ultra

DMA/66 のハードディスクなので、ケ

ーブルもやはり 80 ピンのものが必要な

のだろう。しかしショップの店頭ではそ

ういう話はなかった。もっともひょっと

すると、もう Ultra DMA/33 の仕様の

ハードディスクは探さないと買えないの

かもしれない。

というわけで、やはりケーブルは 80

ピンのものを使うしかない。安全を考え

て 80 ピンの延長ケーブルはないかと探

したが、見つけることができず、結局

45cm の 80 ピンの増設用のフラットケ

ーブルを買ってきた。

もちろんこのケーブルは DOS/V 用の

もので、うまくいくかどうかは、やって

見なければわからない。ただし価格は安

くなく、実売価格で三千円もした。

パッケージの背面に注意事項があり、

青い端のコネクタのはマザーボード用、



DTP で使う Yosemite 読本

中間にある灰色のコネクタはスレーブ

用、もうひとつの端にある黒いコネクタ

はマスター用となっている。しかしスレ

ーブの灰色とマスターの黒色まではたっ

た 15cm しかなく、3.5 インチの二つ

のハードディスクを並べて 15cm で接

続するのは少し無理があった。「注意事

項は DOS/V 用についての話だろう、

40 ピンのケーブルにはコネクタの位置

は指定していなかったぞ」とばかりにそ

れを無視して接続したら、案の定、起動

しなかった。

仕方がないので、注意事項どおりに灰

色をスレーブに、黒色をマスターにむり

やりつないだ。しかしこれが簡単にはつ

ながらないのだ。ハードディスクをトレ

ーから外して二段重ねしようかと思った

が、そうすると今度はドアが閉まらない

のだった。またそれができても、精密な

機器であるハードディスクを固定せずに

使うというは、無茶というものだろう。

結局電源ケーブルを一旦外し、フラッ

トケーブルを折り曲げて目一杯引き伸ば

すと、なんとかぎりぎりでつながったの

である。できればマスターとスレーブの

間を 20cm は欲しいものだ。

これで起動すると、Mac OS は正しく

立ち上がり、動作もキビキビとするよう

になった。ハードディスクからハードデ

ィスクへのコピーは概ね１秒間に５ MB

程度はあり、パフォーマンスとしては申

し分ない。またフォーマットした後の容

量は 12.6GB になり、かかった費用は

２万円強だから、１ GB あたり 1,600

円程度なのでコストパフォーマンスの方

も申し分ない。
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Bryce で 編集 自由自在　3DCGアート・データ集 
 

● 4000ピクセル×3000 ピクセル の高品位な 3DCG アート集が誕生しました 
この 3DCG アート・データ集は「球」「地球」「世界・日本」の三書類。一種類のタイトルに 4,000 × 3.000 ピクセルと 640 × 480 ピクセ
ルの 3DCG の画像が各々 80 点。「世界・日本」は 110 点。高品位なレイトレーシングでレンダリングされた画像素材なので、簡単に DTP の
レイアウト素材やマルチメディア素材として扱えます。画像のフォーマットは JPEG 形式の最高画質で圧縮、CMYK と RGB モードで設定されて
います。 

● Bryce のオリジナルデータで編集自由自在  
一般の画像素材集では、素材は Photoshop などでレタッチすることはできますが、イメージそのものを変更することはできません。ところがこの
3DCG アート・データ集には、オリジナルの 3DCG のデータそのものが収録されています。もし Bryce があれば、オリジナルのデータをその場で
編集し、オブジェクトを差し替えたり、カメラアングルやライティングを変更したりと、無限のイメージを必要な時に、必要なだけ作成できます 
 
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
またオリジナルデータのレンダリング解像度を変更することで、4000 ピクセル以上の高解像度でレンダリングし直すことができます。4000 ピク
セル以上でレンダリングすれば、ポジ出力が可能になり、B 全のポスターまで拡大して使用することも可能です。Bryce2 のファイルは Macin-
tosh 版の Bryce 3D、Bryce 4 でもファイルメニューから開くことができます、ただしレンダリング結果が多少変わることがあります。 

オリジナル オブジェクトのカラーを変更 背景のカラーを変更 

標準小売価格　15,000円（税別） 著作権フリー（ロイヤリティフリー） 

あなたのクリエイティビィティを

かなり刺激する

※本製品は Windows/Macintosh でお使いいただけます。Bryce のデータは Macintosh 版でのみお使いいただけます。 
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Power Macintosh G4 の発表で影が

薄くなってしまったが、サンフランシス

コシーボルトの初日に InDesign の発売

が開始された。本来は印刷や出版をテー

マにしたカンファレンスであるシーボル

トでは、もっと InDesign について大き

く報じられてもいいはずなのに、Power

Macintosh G4 のあまりパフォーマンス

に印象が薄くなったようだ。

もとより、時代の流れとともにシーボ

ルト会議のテーマの変遷していて、たと

え Adobe の総力を結集した新しい

DTP のレイアウトソフトの登場であっ

ても、その価値が小さくなってしまって

いるのは否めないのだろう。

InDesign の評価はこれから、という

ところだが、日本語版の発売は今しばら

くかかるに違いないから、それまでに英

語版の評価記事を眺めて様子見を決め込

むしかない。気のはやい人は英語版を使

い込んでみるだろうが、ローカライズさ

れたときに日本語組版がどのくらい実現

されているのか、ということも関心事の

ひとつであって、とりあえず日本語版の

発売まで待つしかない。

ボストンのシーボルトで発表されたと

きは、Adobe が放つ「Quark キラー」

として紹介された。コードネームは

「K2」。QuarkXPress の機能をはるかに

凌駕し、さらに QuarkXPress のドキュ

メントを完全に取り込めるということ

で、QuarkXPress が築いてきた牙城を

突き崩せるのではないかと、大きな期待

が寄せられた。

この「K2」、もともと Adobe と

Aldus が合併する前に（Aldus によっ

て）開発が進められていたが、合併によ

って Adobe はページレイアウトソフト

である PageMaker を手にいれたこと

で、開発はお蔵入りになったと言われて

いる。

PageMaker はレイアウトソフトとし

てはもっとも老舗で、記念すべき最初の

PostScript アプリケーションであった

が、印刷の実務上の機能が十分ではなか

った。というよりビジネスユースよりの

デスクトップパブリッシングを目指した

こともあって、印刷向けの機能の開発は

後手に回ったというべきだろう。そのた

め後発の QuarkXPress にマーケットを

奪われてしまった。QuarkXPress は最

初からフィルム出力を念頭において開発
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されたといっても過言ではない。DTP

の黎明機では QuarkXPress の出力は比

較的安定していたが、PageMaker は出

力エラーや出力不可といったトラブルが

少なくなかったこともあって、レイアウ

トソフトのスタンダードは Quark -

XPress が握ることになった。

Adobe は PageMaker での巻き返し

を図ったが、その期待は果たすことがで

きず、PageMaker による Quark -

XPress 対策を断念し、新たにレイアウ

トソフトを作り直すことになった。合併

前のソフトを再び取り出したというよ

り、実際には白紙の状態で開発したと考

えるべきだろう。過去の開発放棄された

ソフトがなくても、同じようにいちから

新しいソフトを開発したことはまず間違

いない。

InDes ign の特徴を一言でいうと

「Illustrator ライクなページレイアウト

ソフト」ということではないだろうか。

こう言い切ってしまうと多少の誤解を受

けそうだ。InDesign にはもちろん今の

時代に、そしてこれからの時代に合わせ

た新しい機能がギュウギュウに詰め込ま

れており、その点が古いソースに縛られ

てしまう QuarkXPress との大きな違い

ではあるが、だからといって、それらの

機能がすぐさま役に立つわけではなく、

将来の期待値だけで QuarkXPress から

乗り換えるかというと、やはりそれだけ

では難しいのではないだろうか。取りあ

えず DTP のユーザーから見ると、マル

チページが扱える Illustrator という感
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触ではないだろうか。

いままで Illustrator も進化を続けて

きて、ベクターソフトとしては、スタン

ダードになった。ライバルであった

FreeHand は、日本ではそれほど普及

せず、ベクターソフトでは Illustrator

の右にでるものはいない。FreeHand

にあって、Illustrator にないのはマルチ

ペ ー ジ の 対 応 と 、 透 明 度 処 理

（Illustrator 8.0 では一応プラグインで

対応可能）くらいだ。これらの機能は

Illustrator でも望まれている機能だが、

だからといって I l l u s t r a t o r から

FreeHand に乗り換えることはほとん

どないようだ。

しかし Illustrator でマルチページを

扱いたいという要望は決して少なくない

と思う。８ページとか 16 ページ程度の

ドキュメントであれば、QuarkXPress

を使うより、Illustrator で全てこなして

しまうことは珍しくないし、凝ったデザ

イ ン を す る の で あ れ ば 、 明 か に

Illustrator の方が融通がきく。

もし InDesign が Illustrator の操作

性そのままで、マルチページ処理できる

のであれば、Illustrator のユーザーで

InDesign に乗り換えるユーザーは思っ

たより多いのではないかと思う。

もちろん InDesign の開発サイドで

も、InDesign 上で Illustrator のプラグ

インを使えないようにしたり、パスファ

インダなどの特殊な加工は使えないよう

に差別化を図っているようだが、所詮そ

のような機能は特別な場合に使うだけで

あって、「主」たる機能ではなく「従」

の機能でしかない。おそらく InDesign

にある機能だけで、いまの Illustrator

のユーザーが求めている機能はほぼ達成

されるに違いない。PDF の読み込みに

も対応するそうだから、Illustrator では

シングルページでしか読み込めない

PDF も InDesign ではマルチページで

読み込めるに違いない。

また Illustrator のプラグインであっ

ても、いずれ作り替えられ InDesign 用

のプラグインも同梱されて発売される可

能性は決して低くない。そうなると、や

はり InDesign は Illustrator のマーケ

ットを食い潰していくことになる。少な

くとも機能的には飽和しつつある

I l lu s t r a t o r のバージョンアップを

InDesign のユーザーが選択しなくなる

可能性は非常に大きい。

InDesign は本来、「Quark キラー」

として QuarkXPress のマーケットを侵

食するために開発されているわけだが、

実 際 に は 、 そ れ よ り 先 に 身 内 の

Illustrator のマーケットをの方がターゲ

ットになると考えたほうがよい。

Adobe としては慎重に InDesign と

Illustrator の棲み分けを考えなければな

らない。しかしだからといって、

I n D e s i g n の機能を制限すれば、

「Quark キラー」としての役割が十全に

果たせるわけではない。ひょっとすると、

InDesign は Illustrator の機能を飲み込

んでいって初めて、「Quark キラー」に

なれるといってもいいのかもしれない。

多分特殊なベクターデータを作成した

い Illustrator ユーザーにとっては、

Illustrator はこれからも必要だろう。し

かし一般の DTP ユーザーにとっては、

InDesign の機能だけで十分ということ

になる。しかも InDesign は比較的安く
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価格設定されるだろうから、乗り換えは

難しくないだろう。

InDesign の日本語版のリリースは早

くても年内、遅くても来年の春にはリリ

ースされるとみるのが順当か。実際リリ

ースされてみないことには、Illustrator

のユーザーが乗り換えを考えるかどうか

はわからないが、トータルで考えたとき

に、これから DTP をしようと考えたと

きに、価格の高い QuarkXPress と

Illustrator を買う代わりに、InDesign

と Photoshop だけですましたいとする

ユーザーは増えてくるに違いない。

もしその通りに QuarkXPress のマー

ケットを侵食したとしたら、当然

Quark も反撃に打ってでるに違いない

から、ユーザーとしては果実が熟すのを

待てばよい。QuarkXPress のあまりの

高さは、印刷・出版業が昔の特殊な業界

であるころならともかく、いまのように

DTP が普及してしまった時代には、時

代錯誤といってよい。InDesign の登場

は、気位を下げることのできない

Quark にとっても、価格引き下げの口

実になるはずだ。

Illustrator にしても、当然今後のバー

ジョンは今まで以上に魅力的な機能を搭

載して InDesign との差別化を図ること

になるに違いない。InDesign の登場に

よってマルチページ化はまず考えられな

いとしても、重なり合ったカラーをオー

バープリントする透明度処理や、フォン

トの CMap ファイルの指定、また出力

時にフォントのアウトライン化だけでは

なく、解像度指定したビットマップ化に

よる出力（ビットマップ化すれば太らな

いし、プリンタフォントもいらなくなる）

などなどまだまだ追加できる機能はある

だろう。シングルページであるが故の身

軽さで、先進的実験的な機能を追加して

いくことは可能であろう。

いずれにしても、InDesign の普及は

Illustrator ユーザーから始まると考えた

ほうがよいし、またそのほうが普及は進

むに違いない。Adobe の身内のソフト

で骨肉の競争が行なわれることになるだ

ろうが、そういう競争の中にこそ、

InDesign の価値が産まれ、新しいユー

ザーが獲得されてくるのではないだろう

か。InDesign の登場で、DTP がさらに

飛躍することを期待したいものである。

（1999/09/09）
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さきごろ Web 上で ASCI I24 と

Apple の対決があった。Web ジャーナ

リズムの一端を見せてくれる事件だった

ように思う。

ことの起こりは、WORLD PCEXPO

で日本初公開の iBook と G4 のベンチ

マークテストを、会場の展示機を使って

行い、それを ASCII24 が記事にしたも

のだ。テストは Apple の許可なく行わ

れ、しかも一般来場者が iBook や G4

を一目見て触りたいと長い列を作るなか

で、公然と行われた。

結果、独断で行ったテストとその記事

は Apple からの抗議をうけたものの、

ASCII24 はこの抗議を拒否し、抗議を

受けたことをあきらかにしたものの、記

事の掲載を続けた。しかしその後、読者

からのメールが ASCII24 編集部に多数

寄せられたようで、編集部は記事を削除

し、「お詫び」することになった。

ここで興味深いと感じたことが二つあ

った。まず Web のニュースサイトが、

ただ単に最新のニュースをアップするだ

けでなく、よりおもしろい記事、よりエ

キサイティングな記事を掲載していくこ

とを強く意識しはじめたということであ

る。つまりニュース性・速報性だけでな

く、エンターテイントメント性を全面に

押し出そうとしているのだ。アクセスを

上げるために、話題性を優先するように

なった。「ニュースセンター９時」では

なく、「ニュースステーション」を目指

すといったところか。

だから会場にしかない未発売の展示機

に、ベンチマークテストのソフトをイン

ストールして、その結果を WORLD

PCEXPO の期間中に Web にアップし

たらおもしろい、と思ったわけである。

インターネットの速報性を十分に生かせ

るし、誰もが注目してるマシンのベンチ

マークテストであれば、話題性も申し分

ない。

しかし問題は、それを Apple にいっ

さい打診せず独断で行ない、それが社会

的に許されると勘違いした点にこそあ

る。だから Apple からの抗議があって

も、

「月間 240 万ビューの読者のために、

こういう記事は必要だ」

みたいな編集部のコメントがのったり

する。月刊にして 240 万も見られてい

るのだから、そのサイトをより魅力的な

連載コラム�デジタルの夜は明けた�連載コラム�デジタルの夜は明けた�

Web ジャーナリズムの
責任の取り方とは

第 153 回
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モノにしていくためには、今まで以上に

読者が期待するニュースや記事を掲載し

なければならないということだろう。

このコメントには明かに、数（ビュー

数）が多いのだから、多少の事は許され

るということが明言されている。つまり

多くのニーズがあるのであれば、たとえ

非常識なことをしても、あるいは他人に

迷惑をかけても、たくさんのニーズに応

えるのであれば、当然認められてしかる

べきだと言っているわけだ。要するにそ

の姿勢は、あることないこと調査もせず、

平気で記事にする三流の週刊誌や夕刊誌

と変わらないのである。もっと言えば、

その発想は、ダイアナ妃をオートバイで

追っかけ死に至らしめたパパラッチにも

通ずるものがあるだろう。パパラッチで

も、自分たちのしていることは「読者の

ニーズがあるからだ」と開き直っている

のである。

まずよく考えないといけないことは

「240 万ビュー」の責任というものは、

本当に興味本位の記事を提供することな

のか、ということだろう。それは責任で

はあるまい。読者が面白がって読むだけ

の記事を提供するのは、単に「迎合」と

呼ぶべきではないのか。

やはり ASCII24 の編集部は「240 万

ビューの責任」を履き違えていたのであ

る。だからこそ、Apple の抗議が掲載

されたあとにやってきた、数多のメール

に説得されたのである。いくつものメー

37

ASCII24 に掲載されたベンチマークテストのお詫びの URL は

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/0917/topi16.html

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/0917/topi16.html


デジタルの夜は明けた

ルを読んで、きっと

「やりすぎた」

と感じたに違いない。読者が喜ぶと思

い、行なった行動と記事のつもりが、実

は読者の反感を買っていることに気が付

いたのである。

そしてこの読者のリアクションの影響

が即座に現れ、掲載された記事が削除さ

れ、そして「お詫び」が掲載されること

になったのである。この転換の早さが、

この事件のもうひとつの特徴といっても

よいだろう。

アップルからの抗議の申し入れがあっ

て、「お詫び」を掲載するまでの約９日

間、編集部内では様々な議論が展開され

たに違いないが、結局はメールの声が一

番大きかったようだ。「過ちて改めざる

は、これを過ちという」わけだから、

ASCII24 の素早い対応は結果的には間

違っていなかった。

印刷媒体では、刷ってしまったらもう

訂正することは出来ない。せいぜい次号

で訂正とお詫びを目立たない隅のほうに

ひっそりと掲載することくらいしかな

い。しかもお詫びするのは余程でないと

行われない。TV に至っては、取材方法

に間違いがあったなどということは、一

般視聴者からの抗議があっても、余程で

ないとまず取り合わないだろうし、お詫

びするとしても、裁判で負けたらしぶし

ぶという程度かもしれない。

Web では記事を削除し書き換えるの

は容易いということがあるにしても、メ

ールでの抗議や意見の影響が極めて大き

いことが見えてくる。おそらく同様の内

容のメールがたくさんやって来れば、そ

の心理的圧迫感はかなり大きいといえる

のではないだろうか。メールでの抗議は、

電話や FAX という今までの方法より

も、確実に伝わるものなのである。

これからますます Web の社会に対す

る影響度は高まることはあっても、少な

くなることはまずない。今後もいろいろ

な事件が起こるに違いないが、そういう

事件を経て、いずれころあいの着地点が

見えてくるに違いない。

今回は ASCII24 の「やき過ぎ」で終

結したが、東芝のように不用意な対応を

公開されて、メーカーが足元を掬われる

ような事件もこれからも増える可能性は

少なくない。そのことによって、社会は

よりディスクロージャーすることが重要

になってくるだろう。そのことは歓迎す

べきことであっても、今度はディスクロ

ージャーに対する責任の取り方が課題に

なってくるように思う。

これは ASCII24 という大きなサイト

だから起こったことではなく、私のよう

な個人サイトでも考えていかなければな

らない問題だろう。Web に関わる以上、

サイト公開の責任をどう考えるのか、と

いうことはこれからの大きなテーマであ

ることは間違いない。またアクセス数が

多くなれば多くなるほど、その責任も大

きくなるに違いないのだ。

（1999/10/05）
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モリサワが８月に New CID フォント

をリリースしたことで、やっとほとんど

全てのフォントでアウトラインプロテク

トが解除された。スタンダードフォント

のプロテクト解除は、やはりエポックメ

イキングな事件と捉えるべきだろう。

プロテクトを解除するにしても、時期

としては遅きに失したのではないか、い

う意見もあるだろう。せめて最初の

CID のときにプロテクトが解除されて

いれば、業界内部の CID フォントに対

する視点も少しは変わっていたかもしれ

ない。

しかしとはいっても、なにもしなくて

もプロテクトのかかったフォントが売れ

ていくのであれば、プロテクトを解除し

なくてもいいのではないか、とモリサワ

が考えてもそれもまた不思議ではない。

企業が利益を目的とする以上、自社にと

って不利益となる行為を行うわけではな

いからだ。

だから今回のアウトラインプロテクト

の解除は、モリサワにとっても、自社の

利益となる、と判断した結果だと言えな

くはない。DTP の裾野が広がっていく

なかで、フォントの位置づけも大きく変

わっているから、これ以上アウトライン

プロテクトを続けていくのは、逆に不利

益が大きいのである。

フォントの位置づけの変化でもっとも

端的なものが、PDF へのフォントの埋

め込みであろう。PDF を普及させるた

めにはフォントは埋め込みは不可欠であ

る、という大合唱があまりに大きかった。

もちろんその合唱していた一人に私もい

たが、PDF にフォントを埋め込むため

に、アウトラインプロテクトが解除され

たといっても言い過ぎではない。

しかしそうなると、PDF にフォント

を埋め込むことがモリサワの利益になる

のか、という疑問が残る。「時代の流れ

だから、エンベットに対応した」という

のはその通りだろうが、それだけでなく、

モリサワにとってもアウトラインプロテ

クトは、自社のビジネスの成長を阻害す

る原因になっていたのではないだろう

か。

DTP のスタンダードフォントは「モ

リサワフォント 23 書体」というのは、

いささか正確ではない。スタンダードに

なっているのは、OCF フォントのモリ

サワ 23 書体である。
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残念ながら日本の DTP（Desktop

Prepress）にとってはそれ以外のフォ

ントは全てプラスアルファの存在でしか

なく、十分条件であっても必要条件とい

うわけではない。

しかもその十分条件のフォントのなか

には、モリサワフォントのスタンダード

23 書体以外のフォントも含まれている。

スタンダードになりえたのは、MB101

ゴシックまでで、それ以後モリサワがリ

リースしたフォントはことごとく売れて

いない。だいぶ前に知り合いのデザイナ

ーが毎日新聞書体が必要になって、ディ

ーラーに問い合わせたら、流通在庫すら

ないと言われたことがあった。他のフォ

ントも同様で、フォークやタカハンドや

教科書体といったフォントを使っている

人を私はほとんど知らない。

つまり今の状況を続けていけば、

OCF のスタンダード 23 書体は売れる

かも知れないが、それ以外の新しいフォ

ントはほとんど売れないことになる。も

しユーザーがスタンダードフォント以外

のフォントを使いたくなったとき、間違

いなくプロテクトのほどこされたモリサ

ワフォントは選択しないに違いない。他

社のフォントの方が、価格も安いし、ア

ウトラインプロテクトもかけられていな

いからだ。

モリサワが今後フォントビジネスを成

長させていこうと考えたとき、アウトラ

インのプロテクトはあきらかに足枷にな

る。現に New CID フォントと同時にリ

リースされた学参フォント 15 書体のカ

タログを見ると、「PDF に埋め込めば、

プリンタフォントがなくても出力できま

す」というようなことが書かれている。

つまりエンベットとアウトライン化を認

めれば、スクリーンフォントだけでも売

ることができるのである。もちろんそう

なると、プリンタフォントはいずれ売れ

なくなっていくかもしれない。そこでの

利益は失われる可能性があるが、フォン

トベンダーとしてはより多くのフォント

を販売したいと考えるのもまた当然であ

る。いまの現状を維持していく方法を選

択するのか、それとも、リスクをとって

スクリーンフォントを多く販売していく

か考えたとき、後者を選択せざるをえな

かったのである。

それ以外にも、PDF の普及に最大級

の力点を置いている Adobe との関係を

考慮したり、写研を抜いて名実ともにト

ップのフォントベンダーになったという

事情もあっただろう。

モリサワにとってもフォントのアウト

ラインプロテクト解除は、必然であった

と言えなくはないのだ。

というような後講釈はさておき、それ

でも、フォントエンベットに対応しアウ

トラインプロテクトを解除したことは

「快挙」と言ってもよい。その点につい

ては、素直に評価すべきである。それは

それで、やはりモリサワにとっては勇気

がいったことではないか。New CID フ

ォントは発表されても、「なにが New

なんだ」とか「まだまだ値段が高いぞ」

とかいった点を指摘されたものの、それ

でも大きな目で見れば間違いなく大きな

前進である。たとえどのように非難され

ても、フォントエンベットもアウトライ

ン化も頑なに拒否し続けることもできた

のだから。

何だかんだといっても、「人の噂も 75
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日」であって、当初言われた欠点はそれ

ほど気にならなくなるにちがいない。そ

してプロテクトを解除したモリサワフォ

ントはマーケットに受け入れられるだろ

う。OCF のサポートが打ち切られるこ

ともあって、間違いなく New CID と

CID フォーマットの普及は進む。

New CID のリリースはモリサワの考

え方が大きく変わったことの証しでもあ

る。自社のスタンスを一方的にユーザー

に押しつけるのではなく、マーケットを

意識はじめたことも確かであろう。

モリサワのフォントビジネスが、たと

え PostScript 純正という砦に守られて

いたとしても、いずれは守りきれなくな

ることは自明のことで、いずれ確実にス

クリーンフォントオンリーでラスタライ

ズするのが当たり前になる。Windows

ではすでにできていて、Macintosh で

それができない理由はなに一つない。

Apple からみると、TrueType でのス

クリーンラスタライズは時間の問題だろ

う。TrueType を高解像度スクリーンラ

スタライズする道を、真っ直ぐ突き進む

と考えてもよい。

Mac OS X で PDF ベースになると、

プロテクトの施されたフォントは魅力が

大きく減退する。最終的には全てのフォ

ントは ATSUI の下に置かれるので、

PostScript CID も ATSUI が管理しな

ければ、OS 上の機能は制限される可能

性は少なくない。そしてそれはもう秒読

み の 段 階 で 、 Mac OS 9 で も 、

PostScript フォントも OFA でレンダリ

ングされることになった。Mac OS X で

は ATSUI 下の TrueType であれば、

OFA のレンダリングによってイメージ

セッタからでも高品位の出力できるよう

にしていくに違いない。

そうなったとき PostScript フォント

は、実質的にプロテクトフリーの

TrueType と競い合うことになる。CID

の「sfnt」している部分というのは、本

来は TrueType フォントのものであっ

て、同じ機能を TrueType が持つこと

は多分可能だろう。ただし、ただ同然の

価格になった TrueType フォントに、

手間をかけてそういう機能を持たせるか

どうかは難しいものがあるだろうから、

PostScript CID の TrueType に対して

差別化するとしたら、CID フォントの

みの特徴を前面に押し出していくしかな

いだろう。

TrueType フォントと比較したとき、

CID コードによって字形をどんどん増

やしていくことが簡単にできることと、

それを CMap でコントロールすること

以外に、CID フォントのメリットは一

体どこにあるというのだろうか。

もしモリサワが生まれ変わろうとして

いるのであれば、自社のフォントをこれ

からもユーザーに使い続けて貰うため

に、いままで以上に CID フォントフォ

ーマットの利点を最大限に引き出す努力

を行なうべきではないのだろうか。字形

を増やす話も、OpenType まで引き伸

ばしてしまったが、そういう待ちの姿勢

はいたってよろしくない。どんどんと積

極的に打ってできるべきではないのだろ

うか。

CID の機能からいうと、まだまだ全

ての機能を十二分に活用しているとは言

い難いのだ。それを待っているのではな

く、自ら働きかけるという姿勢が求めら
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れるように思う。フォントのエンベット

とアウトラインプロテクトは、モリサワ

にとってはルビコン川であって、もう引

き返すことのできない立場に来てしまっ

たのである。OCF の販売とサポートを

打ち切ることを決めた以上、CID の魅

力を社会的に認知させることが必要であ

る。

おそらく CID のメリットが認知され

ていけば、たとえプリンタフォントビジ

ネスでの収益を失っても、それ以上の収

益がスクリーンフォントから得られるに

違いない（というより、そういうビジネ

スモデルを考えるしかない）。

少なくとも名実ともに日本一となった

フォントベンダーには、それだけの社会

的な責任があるはずだし、けっしてでき

ないことではない。もちろんこのことは

モリサワ１社がすればいいものではな

く、フォントベンダーの業界が揃って、

PostScript CID の価値を布教していか

なければならないが、その音頭を取るの

は、やはりリーディングカンパニーのモ

リサワではないだろうか。

（1999/10/26）
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ここのところ復調し、業績を伸ばして

きた Apple の業績が一息ついてしまっ

た。業績が悪化している原因はデスクト

ップマシンの販売が予定より進んでいな

いからだという。コンシューマ向けのマ

シンは好調だが、プロ用のマシンはいま

いち伸び悩んでいるようである。

原因は CPU の供給不足にあるという

のは正しくない。いや少なくとも日本で

はブルーベリーの G3 にしてもグラファ

イトの G4 にしても、品不足ということ

はなかった。小売の店頭では、iMac や

iBook のように予約しても手に入らない

ということはないのである。ほとんどが

いつでも即納できるのだ。

思ったほど売れないとすれば、やはり

Macintosh のもっとも大きなマーケッ

トである DTP 業界で新しい筐体の

Power Mac が使われていないからだろ

うか。

本来であれば、DTP 業界で買い替え

需要がもっとあってもいいはずだが、実

際には New G3 ではフロッピーディス

クがなくなり、プロテクトフォントがイ

ンストールできなくなったため、買い替

えにストップがかかってしまった。まあ

OCF フォントがインストールできれば、

New G3 の移行ももう少し進んだかも

知れないが、実際には New G3 を使う

ということは、DTP のフォント環境を

CID に全て移すという決断が必要にな

る。CID フォント、正確に言うとスタ

ンダードになっているモリサワフォント

について言えば、OCF と CID は完全な

互換性があるわけではなく、しかも両者

の混在は非常にトラブル招くので、保守

的な DTP 業界では受け入れが進まなか

ったわけである。

新しい筐体を持つ New G3 ではフォ

ント環境が、DTP 関係者の乗り換えや

買い増しにストップをかけた。その上、

Mac OS 8.5 のフォントのマネージメン

トが ATSUI に移行し、フォントの表示

でさまざまな不具合が発生した。不具合

の大半は Mac OS 8.5.1 で概ね改善され

たが、ATSUI が実質的に丸漢フォント

を不要にしたため、ビットマップフォン

トの縦組みで、約物や拗促音のシフト文

字が表示されない現象が発生した。

その上、Mac OS 8.5 以降はシステム

が要求するメモリが増えるだけでなく、

最初から開かれているファイル数が多い
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ため、重たい DTP アプリケーションで

は、動作が不安定になる。Illustrator な

どでは起動時に多数のプラグインファイ

ルが開かれ、それだけでもシステムに負

担がかかるため、いくつものアプリケー

ションを同時に開いていると、システム

エラーの頻度はけっこう低くない。

もちろんそれ以上にパフォーマンスが

高ければ、「乗り換えや買い増し」は進

むだろうが、従来とはうって変わった斬

新な外観は、購入を躊躇させることもあ

った。機能性を考えると、良く考えられ

ているわけで、ユーザー本位で真剣に設

計されていることが伝わってくるが、い

ままでオフホワイトしか馴染んでいなか

った人間にとって、ブルーベリーカラー

の筐体はすぐさま納得できるものでなか

ったこともたしかであろう。

もちろん印刷業界が業務用として捉え

れば、外観はほとんど関係ない。筐体の

持つイメージより、能力や機能と言った

パフォーマンスが重要だから、今までの

古い機種のなかでその安定性とともに安

住するか、多少のトラブルをはねのけて

も新しい機種を使いこなしていくのとい

う選択を迫られたとき、新しい筐体のマ

シンにそれ以上の魅力があればいいわけ

である。しかし、 S O H O などで

Macintosh を使っている場合は、外観

はけっこう重要になる。それだけでも購

入を躊躇するのも仕方ない。

そんななかで G4 がグラファイトカラ

ーで登場した。いままでのブルーベリー

の派手なカラーから、燻し銀のようなグ

ラファイトになったことで、新しい外観

の Power Mac G4 は口うるさいデザイ

ナーなどからも好感をもって受け入れら

れたようで、G3 で「乗り換えや買い増

し」しなかった SOHO などのユーザー

は Power Mac G4 を買っているようで

ある。

しかし Power Mac G4 では DTP す

るうえで、また新たな問題が発生した。

それは ADB ポートがあっさりと無くな

ったことである。もとより予定されてい

たこととはいえ、やはり実際 ADB ポー

トが無くなると、DTP では大きな障害

になる。

障害とするもっとも大きなものはアプ

リケーションのプロテクトであろう。つ

まり ADB ポートにセットされるドング

ルというハードウェアプロテクトキーの

存在である。ドングルはアプリケーショ

ン起動時に ADB ポートにアクセスし

て、プロテクトキーが返ってこなければ、

アプリケーションが起動しないようにする。

ドングルは高額のアプリケーションに

はコピー防止の目的で付けられていて、

QuarkXPress だけでなく、何十万円を

越える DTP の専用ソフトにはたいてい

付けられている。出力の現場ではドング

ルの数珠つなぎという現象も珍しくない

ようだ。

しかし何といっても一番の問題は、

QuarkXPress のプロテクト解除の方法

に制限があるため、実質的に Quark-

XPress を使う場合、グラファイトは使

えないと言うことになる。

もちろん QuarkXPress 4.0J を使え

ば、ADB 以外でプロテクトキーを提供

して使う方法がある。しかし現実には

QuarkXPress 4.0J の普及は、ほとんど

進んでいない。DTP 業界で言うところ

の「QuarkXPress」とは、一つ前の
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3.3J だからである。

クォークジャパンでは、3.3J のプロ

テクトをドングル以外の方法で提供して

いないし、本音では、4.0J にバージョ

ンアップしてくれ、と思っているので、

これからも 3.3J がドングル以外の方法

を使ってグラファイト以降の Power

Mac で使えるようになる可能性はまず

ないだろう。

そうしたとき、ユーザーはどのような

反応をするのだろうか。選択肢はいくつ

かあるが、結論からいうと、それは

Quark の将来にとって必ずしもプラス

ではあるまい。

選択肢の一つは、3.3J から 4.0 にバ

ージョンアップすることだが、バージョ

ンアップフィーの価格の割には、機能の

向上が抜きんででいるわけではない。１

本や２本しか使っていないところでも高

額であり、何十本も QuarkXPress を使

っている出力センターや印刷会社にとっ

ては、QuarkXPress 4.0J のバージョン

アップは気の遠くなるような話であろ

う。

基本的に DTP は今までのワークフロ

ーの変革で、制作面でのトータルコスト

が大きく下がったから普及したのであっ

て、レイアウトソフトであっても高額な

ものは、バージョンアップによってそれ

だけのコストダウンを期待できないので

あれば、導入されないとしても全く不思

議ではない。

次の選択肢は、新しい Macintosh は

こ れ か ら も 使 わ ず に 、 旧 式 の

Macintosh を使い続けるというものだ。

G3 でなくとも PowerPC604 クラスで

あれば、当分使い続けることはできない

ことではない。また実際に大規模な制作

シテスムを組んでいる印刷会社では、制

作システムの安定性を最重点に捉えてい

ることから、G3 や G4 に移行する予定

は考えていないようだ。QuarkXPress

は 3.3、Illustrator は 5.5、Photoshop

は 4.0、Mac OS は 7.6.1 で十分という

考え方も成り立つ。

もうひとつの選択肢は、しばらく我慢

して、来年に QuarkXPress を捨てると

いうものである。つまり大きな期待のか

かった InDesign が、もし Quark-

XPress3.3J 以上の操作性と安定性と機

能性を備えているのであれば、それに乗

り換えるというものである。強固なプロ

テクトがかかっていて、しかも機能面に

おいては 4.0 ですらまだまだ未整備であ

る以上、これからも Quark-XPress を

使うことがメリットがあるかどうかは

様々な点で考慮されるに違いない。

もちろん InDesign は最終の出力とい

う点では、まだまだ見えない部分が多い

から、すぐさま普及するかどうかはわか

らないものの、それでもユーザーにグラ

ファイト以降の Power Mac を使いたい

し、優れたページレイアウトソフトも欲

しいということになれば、価格も手頃と

いわれる InDesign がそのニーズを埋め

てしまうことは想像に難くない。

Apple がグラファイトをたくさん売

るのであれば、G4 の最下位のマシンは

ADB ポートを付けるという選択もあっ

ただろう（今からでもできないわけでは

ない？）。G4 の最下位のマシンはロジ

ックボードは Yosemite と同じものだか

ら、ADB ポートは簡単に付けることが

できたはずである。しかし当初の路線に
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したがってあっさり廃棄した。穿った言

い方をすれば、ADB ポートの廃棄は、

必要以上のプロテクトを認めないという

Ap p l e の姿勢の裏返しでもある。

Macintosh の普及のためには、必要以

上のプロテクトはやはり好ましくないか

らである。

QuarkXPress から InDesign への移

行は一瀉千里に進むとは思えないが、い

まの流れからいうと、乗り換えはそれほ

ど遅滞することなく進むだろう。Quark

としては、InDesign の失策待ちという

ことになるに違いない。InDesign が使

い物にならないと言うことになれば、ユ

ーザーは QuarkXPress を使うしかな

い。そしていずれは 3.3J が使えなくな

ったとき、高額のバージョンアップフィ

ーを払って 4.0 に移行するしかない。し

かし、おそらく Adobe は InDesign の

ベータテストを入念に行なうだろうか

ら、致命的なミスが発生することはまず

ないだろう。そうなると、Qua rk -

XPress 3.3J のユーザーが、未知ではあ

るが将来性のあるレイアウトソフトを選

択する確立はかなり高いとみなければな

らない。

Quark に残された道は、グラファイ

ト以降でも QuarkXPress 3.3J を取り

あえず使えるようにしておき、ユーザー

の InDesign への転出をできるだけ押さ

えて、時期の 5.0J でどれだけの挽回策

をとれるのか、という点にかかってくる

のではないか。QuarkXPress 4.0J はか

つての Illustrator 7.0J のように、空白

のバージョンになる可能性があり、それ

にこだわるよりは、次の展開を有利に導

くようにしていくかない。

つまり厳しい見方をすれば、4.0 は捨

てて、今からでも 3.3J が ADB なしで

もインストールして使えるようにするし

か、QuarkXPress というソフトが今後

生き延びていく道はないのではないだろ

うか。たぶん一度 InDesign に移行して

しまったユーザーはもう QuarkXPress

には戻らない可能性が高い。

一番いいのは、QuarkXPress 3.3J の

プロテクトを解除してしまうことであ

る。もう Quark は 3.3J からほとんど

利益を得ることはできないのだから、プ

ロテクトフリーにしてしまっても、

Quark という会社が不利益をこうむる

ことはないだろう。むしろ、今からでも

あっても、3.3J のプロテクトを解除す

ることで、Quark は業界から見直され

ることになるのではないか。

取りあえずプロテクトフリーにした

3.3J でマーケットを確保し、次期のバ

ージョンで失地回復を図るというのが、

今の Quark がとるべき最善の道だろう。

印刷会社によっては、いまでも安定性を

最重点に考えるところもあるが、印刷会

社自体が、新しい取り組みを図らないと

生き残っていけない環境の中で、いまま

でのように使い慣れていたから、という

理由だけで、旧来のアプリケーションを

使い続けるということは、これからは少

なくなっていくだろう。Quark が逡巡

している時間はそれほどは多くない。

最後に一句。

ドングルを させず使えず グラファイト

InDesign の　漁夫の利かな

（1999/11/04）
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New Power Mac を使っているとオ

ープンドア思想にだんだん染まってく

る。内部にいともかんたんにアクセスで

きるから、つい中を開けていろいろ増設

したくなる。ATA ハードディスクの増

設はすこし手間取ったが、それでも増設

は楽しい。DOS/V 機組立論者の気持ち

が少しはわかるようになってきたのかも

しれない。

旧型のデスクトップマシンは内部の増

設ベイがひとつしかないし、増設が手間

なこともあって、ストレージ関連のデバ

イスは基本的に外付けであって、内蔵す

ることはあまりなかった。結局外付けさ

れたデバイスは筐体の上に乗せていくし

かなくなる。MO ドライブ、ハードディ

スク、ZIP、CD-R とどんどんつないで

いくと、筐体の上やまたその周辺はまる

でおもちゃ箱のように雑然としてくる。

しかし New Power Mac の筐体のデ

ザインは、外付けのデバイスを受け入れ

がたいものがある。デバイスを積み上げ

ていくにはかなり無理がある。筐体の上

にひとつ乗せる程度だろうか。基本的に

は増設は内蔵ということだろう。

New G3 をパフォーマンスを内蔵し

て強化していく理由にはもうひとつあっ

て、それは、モニタ回りをすっきりさせ

たいということもある。なぜモニタ回り

をすっきりさせたいかというと、一台の

モニタに 3 台のマシンがつながってい

る か ら な の で あ る 。 New G3 と

7600/120 ＋ Booster233 ともう一台

Windows マシンもモニタにつながって

るのである。Windows マシンは単にハ

イブリッド CD-R のマウントの確認に

しか使っていないのだが、それでもモニ

タは共有されている。

しかし Windows はモニタの共有には

向かないマシンで、モニタを接続しない

で起動すると、セイフティーモードにな

ってしまう。そのまま起動しても最低限

のモニタ表示しかしないのである。一応

グラフィックボードが入っていて、

VRAM に 4MB 程度積んでいた筈なの

で、19 インチモードでもフルカラー表

示するはずだが、モニタがつながってい

ないと、設定したモニタのサイズと解像

度は無視されてしまう。その場合はもう

一度解像度を変えて続けて二度再起動す

るしかない。19 インチ、フルカラーで

表示するためには、モニタを接続したま
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まで起動するしかない。もともと

Windows という OS はデバイス主義と

いうよりデバイスの奴隷なので仕方がな

いが、ちょっとかわった使い方をする場

合は、使い勝手がすこぶるよくない。そ

れともこの現象は、安く買った私の

Windows マシンだけの現象か。

さて話を戻そう。

いずれにしても、人間の目はひとつの

ところしか見ることができない。聖徳太

子のように受け答えは一遍に七つもでき

るような超人はいるかもしれないが、そ

れでも目は二つしかなく、ひとつの視点

しか持ちえない。したがって一度に使え

るモニタは一台ということになるが、し

かしモニタに接続したパソコンは複数あ

ってもよい。頭の中で複数の考え事を平

行して考えることは十分できるからだ。

デザイナーがクライアントの異なる二

つのデザインワークを同時平行で考えて

いることは別に珍しいことではないだろ

うし、Macintosh がそのデザインワー

クを具現化する道具だとすると、複数の

アイデアを延長する道具も同時平行して

いてもよいだろう。

二つのデザインワークを同時に行うと

したら、二台のコンピュータシステムが

あってもいいわけだが、そうなるとモニ

タが二つ必要になる。また使用するコン

ピュータを切り換えるときに身体を動か

さなければならない。モニタとキーボー

ドの共有がきれば、身体を移動させずに

二つの作業を同時平行できるわけだ。

スペースをできるだけ効率的にするの

であれば、二台のパソコンをひとつのモ

ニタに接続してキーボードを共有する。

そしてできれば一発でモニタとキーボー

ドを切り換えたい。

この方法で二つのパソコンを共有する

ときのポイントは、まず二つのマシンの

パフォーマンスをできるだけ同じにする

ということだろう。マシンのパフォーマ

ンスに大きな開きがあれば、当然「主」

と「従」の関係が明確になってしまうの

で、二台を使いこなすというわけにはい

かないだろう。つまりいつも使用するマ

シンと、たまに使用するマシンがはっき

りしてしまうのだ。両方がいつでもメイ

ンマシンになるということが重要であ

る。

そのためには、データも共有しなけれ

ばならない。それがふたつめのポイント

である。一番いいのは、サーバマシンを

別に用意することだろう。それができれ

ばいうことはないが、いずれかをサーバ

にして、データを容易にやり取りできる

ようにするしかない。データの共有は

AppleShare IP を使えば、5MB/sec 程

度は可能だから、多少重たいデータもそ

れほどストレスなくコピーすることもで

きるだろう。そのとき必要なのは、大容

量のハードディスクということになる。

しかし本当に一人のオペレータで二台

も必要なのか、という疑問はあるだろう。

当然二台必要かどうかは、作業の量によ

る。作業量がすくないのであれば、もち

ろん二台もあっても宝の持ち腐れとな

る。

だが DTP では作業に要求する時間が

著しく少なくなっているので、急ぐとき

は複数の作業を同時にこなさなければな

らないこともある。そういうときは二台

あったほうが間違いなく効率的だろう。

少なくとも二台あれば一台がプリント待
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ちの間でも、もう一台で作業は可能だ。

Photoshop で画像を加工しながら、別

の一台でレイアウト作業することもでき

る。

DTP をしながら、全く別のカテゴリ

ーの作業をしなければならないこともあ

るだろう。たとえば 3D ソフトやオーサ

リングソフトを使ったり、Web サイト

の構築をしながら、レイアウトソフトを

扱うということもあるに違いない。

たとえパソコンといえども、コンピュ

ータは複数のアプリケーションを同時に

使用できるのが、本来の在り方である。

しかし、マシンの性能が向上しても、ア

プリケーションの機能もそれに歩調を合

わせて肥大化し、高度なアウトプットが

達成されたにも関わらず、作業に関わる

時間はやはり同じようにかかってしま

う。もちろん大幅にマシンの演算時間は

短縮されたものは少なくないが、それも

もう天井に近い。

一人のオペレータが複数のパソコンを

扱うことができるのは、パソコンの価格

が大きく下がったからにほかならない。

DTP の制作の部分では、もっとも大き

なコストは人件費であって設備ではな

い。オペレータの能力を限られた時間の

中で精一杯使うとしたら、複数のマシン

を使うというアイデアはそれほど突拍子

のないことではあるまい。

私などは、オペレーションが忙しい

DTP の制作現場では、間違いなく一人

で二台のマシンがあったほうが生産性は

著しく上がるのではないかと、おもうこ

としきりである。

一度に二台のマシンを使うとき、でき

れば二台のマシン回りをすっきりさせた

い。できれば統一の取れないデバイスを

積み上げていくより、できるだけ内蔵化

していくほうがよい。

新しい筐体の Power Mac は、3.5 イ

ンチの機器が一台と、内蔵ハードディス

クが二台は増設できる。それで十分とい

うわけではないが、それ以外は USB や

FireWire で接続すれば、必要なときだ

けつなぐことでハードウェアを柔軟にレ

イアウトすることができる。とくに

FireWire はデバイスに電源も供給可能

なので、取り回しは簡単だろう。

四隅にハンドルのついた Power Mac

二台と 19 インチから 21 インチ程度の

モニタを並べて、デバイスをできるだけ

内蔵していけば、スペース的にもそれほ

ど場所を取るわけではないのではない

か。

現状では古い Power Macintosh に

USB カードをつないだとき、キーボー

ドが英語モードでしか認識しないため

に、一部入力できないキーがあるが、最

初から USB キーボード同士の機種であ

れば、USB の切り換え器を使って、キ

ーボードを共有することは簡単だ（カナ

入力せずローマ字入力すれば、問題な

い）。iMac DV のようにミラーリングで

も VGA の出力端子を持っていれば、一

台は iMac DV でも構わない。

最近のモニタは二系統の入力端子がつ

いていて、前面のボタンで切り換えが簡

単にできるようになっているものが少な

くないが、もう一押しして、モニタの切

り換えと連動した USB の切り換え端子

を付けて売るというのはどうだろうか。

モニタの切り換えを行なうと、同時に

USB の切り換えもするモニタである。
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USB のハブを付けるより、そっちの方

がずっと魅力的なモニタだと思うが、い

かがだろうか。

（1999/11/26）
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DTP-Sブロードキャスト　1999年11月26日分

■オンデマンド出版、スウェーデンの事情を聞く
既存の出版社がオンデマンド出版をするだろうか。彼らが気が付いたときは、もう出遅れて

いるのではないか。やはりここは新しい人たちの登場を待つしかないとおもう。それにしても、

オンデマンド出版まではまだまだ紆余曲折があるような気がするけどなぁ。

◆紹介記事

◎ASCII24 1999/11/24

課題残すオンデマンド出版のこれから――オンデマンド印刷を考えるシンポジウムより

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1124/srvc02.html

■DTPで使えるMac OS 9のレポート　その3
菊池美範さんのMac OS 9はDTPで使えるのか、の最終報告です。

QuarkXPressはプレビューの表示でQuickTimeを使っているから、トラブルが発生するわ

けかな。それ以外は問題がないとしたら、バージョンアップの価値はあるかも。

フォントの上限は、実際には512スーツケースも入らないという話もあるけど、安定性をま

したのは有難い。やっぱり実機をMac OS 9にしようかな。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/20

Outside Macintosh and Design：続・Mac OS 9 はDTPで使えるのか～最終報告

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/20/c_outside.html

■AppleShare IP 6.3のリリース
AppleShare IP 6.3にすると、Power Macクライアント→サーバで最大72Mbpsというこ

とは、１秒間に9MBということになる。これはすざましい。もっとも無料アップデータは

30MBもあるらしい。しかしMac OS 9 で使うためには、アップデートするしかないぞ。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/18

AppleShare IP日本語版の6.3アップデータは12月上旬公開

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/18/n_appleshare.html

◆紹介記事

◎日経MAC 1999/11/18

アップル，AppleShare IP新版を発表 出荷は12月中旬に

http://mac.nikkeibp.co.jp/mac/product/9911/asip.shtml

DTP-Sブロードキャスト　1999年11月17日分

■InDesign、国内初公開
やっとその一片がお目見えしたInDesignの日本語版だが、ユーザーの期待は、来年の末で

はなく、もっと早く出して欲しい、ということだろう。
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春までに、β版をバージョンアップ付きで売ってみるっていうのはどうだろうか。β版でも

製品版にバージョンアップできるのであれば、買う人はいるとおもうけどね。それでテストも

できれば一石二鳥、なんてことはないか。

◆紹介記事

◎ASCII24 1999/11/16

【Seybold Seminars Tokyo/Publishing 99 Vol.4】アドビシステムズがプロフェッショナ

ル用のパブリッシングソフト『Adobe InDesign』を国内初公開

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1116/soft06.html

■漢字Talk 7.5.3のフリーソフトになる
やっと日本でもOSの古いバージョンがフリーソフト化しましたね。35MBもあるから、ダ

ウンロードするのはちょっとなあ、と思うけど、フリー化は素晴らしいですね。

◆紹介記事

◎日経MAC 1999/11/15

漢字Talk 7.5.3の無償ダウンロードが可能に

http://mac.nikkeibp.co.jp/mac/hotnews/9911/kt753.shtml

■DTPで使えるMac OS 9のレポート　その２
菊池美範さんのMac OS 9とDTPで使うレポートの続編です。概ね問題なく、「8.5や8.6よ

りも安定したDTP環境」になると述べられています。

またMac OS 9とは関係ありませんが、QuarkXPress 3.3JをUSB-ADB変換器のiMateを使

ってドングルを認識させる方法について記述されています。iMateを使う場合、MicroGuard

製のドングルは認識せず、Rainbow製のドングルを使う必要があるそうです。

というわけで、USBしかない機種でも、約一万円程度のiMateを使って、Quark-

XPress3.3Jを使うことは可能ということですが、問題はそれをQuarkがサポートしないとい

うことでしょうな。プロテクトを外さなくても、積極的にサポートし、トラブルがあっても、

責任を果たすように動くべきではないかと思いますね。販売価格からいうと、そのくらいして

も、バチはあたらないとおもうけど。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/12

Outside Macintosh and Design：続・Mac OS 9はDTPで使えるのか　～さらに深く検証

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/12/c_outside.html

■Windows DTPはどこに行った
ま、ビジネスDTPはプリンタDTPだと思うけどね。フィルム出力のウェイトはそれほどな

いと思いますね。“Windows VS Macintosh”というような見方は終わったといってもいい。

◆紹介記事

◎ASCII24 1999/11/12

【SEYBOLD Seminers Tokyo/Publishing 99 Vol.2】Windows DTPソフトを辛口評価

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1112/topi06.html
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■またでた安いキャノンのTrueTypeフォント
キャノンからもMacintoshの日本語TrueTypeフォント75書体して、12,800円のフォンパ

ッケージがリリースされました。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/10

キヤノン，TrueTypeフォントパッケージを11月15日より発売

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/10/n_fontgallery.html

DTP-Sブロードキャスト　1999年11月09日分

■機能満載のInDesign日本語版は2000年終盤を予定
InDesignはプロモーションが受けて、アメリカでは受注残をかかえるほど売れているよう

です。しかし日本語版のリリースは来年の終盤になるというのはちょいと残念。しかし、せっ

かくだから十分に練りこんでリリースしてもらうほうがいいかもね。ここに書かれている内容

が実現されれば、画期的なソフトになることは間違いないようです。

◆紹介記事

◎日経MAC 1999/11/09

“InDesignは，日本語のための開発を行っている”─出荷は2000年終盤を予定

http://mac.nikkeibp.co.jp/mac/hotnews/9911/indesign.shtml

■韓国語PostScriptプリンタフォント発売さる
韓国語フォントのPostScriptプリンタフォントです。モニタではTrueTypeを使うようです。

１パッケージあたり（24～46書体が収録）1,200dpiまでの中低解像度版が98,000円（税別）、

1,200dpi以上の高解像度版が398,000円（税別）だそうです。販売は11月下旬から随時。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/08

「EQハングルフォントライブラリー」の PostScriptプリンタフォント版を発売

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/08/n_kankokugo.html

■Velocity Engine対応のPhotoshop 5.5のプラグインのバグ
Power Mac G4で期待されているVelocity Engine対応のPhotoshop 5.5のプラグインにバ

グがあるそうです。この問題はAdobeで対応中で、修正版が出荷されるそうです。またG4で

はいまのところMac OS X Serverには対応していないそうです。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/05

G4システムに残る不備

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/05/n_g4system.html

■DTPで使えるMac OS 9のレポート　その１
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菊池美範さんのMac OS 9がDTPでつかえるのか、というレポートです。Mac OS 9を使う

のであれば目を通しておいたほうがいいでしょう。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/05

Outside Macintosh and Design：Mac OS 9はDTPで使えるのか？

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/05/c_outside.html

■Photoshopにカメラフィルターの効果を与える「Nils' Color Effects!J」
アナログカメラで使用していたフィルターと同様の効果を適用するPhotoshopのプラグイ

ンフィルターです。合計で34種類。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/11/01

Adobe Photoshop用プラグイン「Nils' Color Effects!J」を発売

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9911/01/n_nils.html

DTP-Sブロードキャスト　1999年10月30日分

■1900の外字を拡張する「エヌフォー外字DX iEdition」
エヌフォー外字セット300文字、IBM選定外字セット360文字にあわせて使用頻度の高い人

名や地名の漢字、そして記号類の文字セットを全1900文字を追加する外字の文字セット。

IBM選定外字セットはWindowsと互換性がある。MacOSに付属のTrueTypeフォント（リュ

ウミンライト-KL、中ゴシックBBB）の外字を拡張するもののようです。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/28

TrueType外字フォント「エヌフォー外字DX iEdition」を発売

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9910/28/n_iedition.html

■ColorSync 3.0は特許侵害で訴えられる
主にビデオイメージを複製する技術で特許侵害として訴えられているようです。DTPには

直接関係なそさう。しかしDVに力を入れたいAppleにはちょいとツライ訴訟かも。

◆紹介記事

◎日経MAC 1999/10/26

米Imatec社，ColorSync 3.0は特許侵害と発表

http://mac.nikkeibp.co.jp/mac/hotnews/9910/imatec.shtml

DTP-Sブロードキャスト　1999年10月25日分

■Adobeのプリフライトソフト、「InProduction」
Adobeのプリフライトツールですが、InDesignを強化するためのもののようです。チェッ
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クするだけでなく、フォントを埋め込んだり、色分解にも対応しているとか。ひょっとすると、

プリフライト兼PDF経由の分版出力ツールかも知れませんな。

というわけで、InDesign、InCopy、InProduction、そしてネットワーク管理システムの

コードネーム「Stilton」がAdobeの次世代のDTPソフトと言うことでしょうか。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/23

Adobeがプリフライトツールを準備中

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9910/23/n_adobe.html

■幕張のシーボルトでInDesign見参
来月の幕張シーボルトで、InDesignがお目見えするそうです。出来上がりはどの程度かな。

ひょっとすると、発売日も発表されるかも。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/22

アドビ，SEYBOLD TOKYOでスペシャルセッションを実施

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9910/22/n_adobe.html

■「千都フォントライブラリー」CIDになる
大日本スクリーン製造が「ヒラギノ書体」（18書体）「ファンシー書体」（24書体），かな書

体（15書体）を含む「千都フォントライブラリー」を11月11日に発売するそうです。字体の

切り換えができる「sfnt」形式のCIDフォントです。ATM版で１書体2万円で、既存のユーザ

ーからのアップグレードは3,000円となっています。価格は、右へならえ、ですな。

◆紹介記事

◎日経MAC 1999/10/22

大日本スクリーン製造がマック用CIDフォントをリリース

http://mac.nikkeibp.co.jp/mac/product/9910/dnp.shtml

■不法コピー販売で実刑１年
有罪になったのは、前科があったからですね。違法コピーを販売していたのは、もちろん

Photoshopだけではありません。まあでも売上は合計約150万円で、1年の実刑判決は割に合

いませんな。

◆紹介記事

◎日経MAC 1999/10/22

初の実刑判決，ソフトの海賊版販売で─横浜地裁

http://mac.nikkeibp.co.jp/mac/hotnews/9910/hanzai.shtml

◆紹介記事

◎ASCII24 1999/10/22

海賊版ソフト販売で初の実刑判決――同容疑で埼玉の男性も書類送検

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1022/topi02.html
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■Photoshop形式をQuarkXPressで取り込む「Photoshop Import XT」
マルチレイヤー形式のPhotoshopの画像をQuarkXPressに取り込むXTensionです。取り

込まれるとTIFFの画像になるようです。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/20

QuarkXPress用XTensions「Photoshop Import XT」を発売

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9910/20/n_inport.html

DTP-Sブロードキャスト　1999年10月18日分

■アグファの欧文フォントコレクション
合計7,000書体を含むCD-ROMでフォントを供給、1書体4,500円だそうです。フォントを

そろそろネットワークから買うようになるかな。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/18

欧文フォントコレクション「Creative Alliance 9.0」を発売

http://www.zdnet.co.jp/macweek/9910/18/n_creative.html

■EGWORDがPDFの書き出しに対応
ワープロソフトにもPDF作成機能がつきました。フォントは埋め込めるのかしらん。

◆紹介記事

◎日経MAC 1999/10/18

エルゴソフトがEGWORD新版を発売へ　PDF書き出しなどに対応

http://mac.nikkeibp.co.jp/mac/product/9910/ergo.shtml

■Quark、QPSを子会社に売る
QuarkはQuark Publishing Systemを子会社に譲渡するらしい。その意味はなにか。それ

は不明だそうである。システムインテグレーターに対するアプローチを行なうのに別会社の方

が小回りがきいていいのかもね。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/15

Paris Calling：QuarkがQPSを手放すわけ

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9910/15/c_paris.html

■大日本印刷が売るキーボード操作の監視ソフト
大日本印刷ってこんなこともやってんだね。第三者による社内パソコン使用の監視システム

を売るわけでよね。日本でどのくらいの需要があるのか知りたいものです。
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◆紹介記事

◎ASCII24 1999/10/14

大日本印刷、キーボード操作の監視やプログラムの起動制限などを行なうツールを発表

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1014/srvc08.html

■オランダでも話題を呼ぶInDesign
オランダで行なわれた印刷関係の展示会でもInDesignが大きな注目を集めているようです。

InDesignとInCopyの二人三脚が話題を呼んでいるようです。「ハイエンドシステムのインテ

グレーターは自制心のかけらもなくInDesignに群がっている」、なるほどね。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/13

Paris Calling：InDesignのオランダでの評判

http://www.zdnet.co.jp/macwire/9910/13/c_paris.html

DTP-Sブロードキャスト　1999年10月12日分

■InDesignを面白くするInCopy
InDesignの変更履歴をテキストベースで編集できるソフトのようですね。うまく使えばバ

ッチ処理にも使えるようです。またプラグインのカスタマイズにも力を発揮するようです。い

やいやおもしろくなってきましたね。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/12

AdobeがDTPワークフローソフトInCopyを発表

http://www.zdnet.co.jp/macweek/9910/12/n_incopy.html

■「FILTERiT Ver3.0」を発売は11月５日に
「FILTERiT Ver3.0」の発売が11月5日になるそうです。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/12

Illustrator 8.0用プラグイン「FILTERiT Ver3.0」を発売

http://www.zdnet.co.jp/macweek/9910/12/n_filterit.html

■Photoshop 5.5のライト版あらわる
Photoshop 5.5のライト版ですね。ライト版の要望はけっこう強いものがありましたから、

やっと具体化されたようです。もうひとつあったコンシューマ向けのフォトレタッチソフトは

どうするんだろう。Illustratorもライト版をリリースするかな。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/12

「Adobe Photoshop LE 日本語版」のパッケージ版を発売
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http://www.zdnet.co.jp/macweek/9910/12/n_photoshop.html

◆紹介記事

◎ASCII24 1999/10/12

アドビシステムズ、フォトレタッチソフト『Adobe Photoshop』の簡易版を発売

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1012/soft01.html

■フルCTP雑誌“Effects”の裏側
3D雑誌“Effects”の話ではなく、“Effects”がフルCTPで作成されている雑誌であるとい

う内容のインタビューです。やっぱりね、コストは3割ダウンとのこと。大手が本格的にのり

だすまでに、まだまだマーケットを広げる価値があるかもしれませんね。雑誌もけっこうデジ

タルでの入稿が増えてきていて、広告では色校正も確認しないまま印刷することが多いから、

けっこうある一線を越えると、一斉に雑誌はCTPになるかもしれません。

◆紹介記事

◎ASCII24 1999/10/12

【デジタル・パブリッシング・ウォッチ】Vol.002 CTPをフル活用した新雑誌“Effects”

――エムディーエヌコーポレーション代表の猪俣裕一氏に訊く

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1012/srvc07.html

■Adobe、コンシューマ向け画像ソフトを無料配付
Adobeはデジカメ用のフォトレタッチソフト（というよりフォトアルバムソフト） をただ

で配るようです。取りあえずWindows(R) 95／98／NTのみで、Adobeが一般のコンシュー

マユーザーの確保するための橋頭堡でしょうか。プロシューマだけでなく、広く製品を売って

いこうという決意の現われではないかと思います。

◆紹介記事

◎ASCII24 1999/10/12

アドビシステムズ、初心者向けのデジタル画像処理ソフトを無料提供

http://www.ascii.co.jp/ascii24/call.cgi?file=issue/1999/1012/soft02.html

■WindowsでののColorSyncは死んだか？
Windowsでのカラーマネージメントはどうなるんでしょうか。はたして

Microsoftは自社で開発するかな。

◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/05

Windows用のColorSyncは「なかったこと」に

http://www.zdnet.co.jp/macweek/9910/05/n_colorsync.html

■銀色をシュミレーションするPhotoshopのプラグイン

銀色のインキを使ったときの感覚をPhotoshop上で再現するためのプラグインのようです

ね。多分プリンタで出力したときにグレーではなくメタリックな感じてプリントアウトできる

といったものでしょうか。出力はDCS2.0を使うようです。
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◆紹介記事

◎MacWEEKOnline 1999/10/04

恒陽社，銀色特色版を作成するPhotoshop用プラグインを発売

http://www.zdnet.co.jp/macweek/9910/04/n_magictonesilver.html

60

DTP-Sブロードキャスト

http://www.zdnet.co.jp/macweek/9910/04/n_magictonesilver.html


■出版記念キャンペーン案内（G&Ecorp）
1999年11月29日

●出版記念キャンペーン

「デザイン・印刷知識集　DTP」の出版にあたり、通販会社G&Ecorpでは、記念キャンペーン

を執り行なうこととなりました。

URL http://www.ss.iij4u.or.jp/̃gande/campaign11-20-1-20.html

この機会にぜひご注文を賜わりますよう、お願い申し上げます。

キャンペーン期間：1999年11月20日～2000年1月20日まで

●新刊概要

デザイン・DTP・印刷用品メーカーの株式会社ジーイー企画センターは、「デザイン・印刷知

識集」のDTP編を出版した。今回のDTP編では現代の標準的なDTP工程における、デザイン

から印刷の全工程を解説している。写真を多用し初心者に分かりやすい内容に定評がある。

新刊に収録した画像類で、読者が実際にDTPマシンで処理を再現できる分について、ジーイ

ー企画センターのWebで無償配布している。

URL http://www.gek.co.jp/goods/dlb-021.html

■株式会社コムテックス　CTPソリューションセミナーのご案内
「CTP導入のためのワークフローソリューション」

～入力から出力までの高効率運用を実現～」

【1999年11月18日付】

株式会社コムテックスでは、CTP導入を前提としたフロントエンドのデジタルワークフロー

構築ソリューション「DALiM TWiST」を中心としたセミナーを下記の通り開催致します。

本セミナーでは、現在お客様がCTP導入で問題となっているフルデジタルワークフロー構築

を始めデジタル校正・検版、在版処理などを弊社のオーケストラシステムを通じて解決してい

きます。また、大日本スクリーン製造 株式会社、富士写真フィルム 株式会社によるCTPと

CTP版材の最近の動向についての講演を行ないます。CTP導入をお考えの方、必見のセミナ

ーとなっております。

◆テーマ ： 「CTP導入のためのワークフローソリューション」

～入力から出力までの高効率運用を実現～

◆日時　　： 平成１１年１２月７日（火）

午前の部／１０：００～１２：３５ 午後の部／１

４：００～１６：３５

◆スケジュール

○　10:00～10:45（14:00～14:45）

「TWiSTによるCTP導入デジタルワークフロー構築」

株式会社コムテックス

○　10:45～10:55（14:45～14:55）

休憩

○　10:55～11:40（14:55～15:40）

「CTP（PTR－8000）の動向」

大日本スクリーン製造 株式会社

○　11:40～11:50（15:40～15:50）

61

ニュースリリース

http://www.ss.iij4u.or.jp/~gande/campaign11-20-1-20.html
http://www.gek.co.jp/goods/dlb-021.html


休憩

○　11:50～12:35（15:50～16:35）

「CTP版材の動向について」

富士写真フィルム 株式会社

◆場所　： (株)コムテックス　東京支社 ５階 会議室

東京都新宿区三栄町17-10

四ッ谷駅（JR/丸の内線/南北線）より徒歩 5分

四谷三丁目駅（丸の内線）より徒歩5分

曙橋駅（都営新宿線）より徒歩8分

※弊社所在地図は下記のセミナー申込みサイトに掲載されております。

◆受講料 ： 無料（定員35名）

※会場の都合上、定員になり次第締め切らさせて頂きます。

※定員制限のため一社二名様までとさせて頂きます。

※午後の部は希望者多数の為、午前の部でお申し込み頂ければ幸いです。

※エンドユーザー様対象のセミナーのため業者の方はご遠慮願います。

◆お申し込み方法

弊社ホームページもしくはE-メールでお申し込み下さい。登録完了後、こ

ちらより受講票をお送り致します。

E-メールでお申し込みの方は、次の記載事項を記入してお送り下さい。

希望時間：午前の部／午後の部

御氏名（フリガナ）：

貴社名：

御住所：

部署：

御役職：

電話番号：

FAX：

E‐mail：

【セミナー申し込みサイト】 URL : http://www.comtecs-g.co.jp

◆セミナーに関するお問い合わせ先

株式会社 コムテックス IT部

TEL ： 03-3358-5721

FAX ： 03-3358-5722

担当 ： 杵渕・ 工藤 ・ 葛原 ・濱田

E-Mail ： itmail@comtecs-g.co.jp

■「MathMagic日本語版」デモ版プレゼント！
1999.11.15

株式会社イクイノックス（福岡市中央区天神3丁目10-27）は、希望者にQuarkXPress上で高

品位な日本語数式組版が実現する「MathMagic日本語版」のデモ版を配布することを発表し

た。
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「MathMagic日本語版」は従来MacintoshのDTPでは不可能だった、数学等の教科書等に必

要な細かな組版が出来るXTensionで、同社によれば2001年の教科書全面改訂に向けて、既

に導入を決定している教科書会社があると言う。

このデモ版では、製品版と同じ内容のハイエンドな日本語数式組版が15日間体験できる為、

Macintosh用の数式組版ソフトの導入を検討されている場合には最適。

「MathMagic日本語版」の詳細及びデモ版の請求はイクイノックスのホームページ

（http://www.equinox.co.jp/question/question_h.html）又はFAX（092-762-3361）で申

込むことができる。

上記デモ版に関する問い合せは下記まで

株式会社イクイノックス　秋本

電話092-762-3360

FAX092-762-3361

■イクイノックス「EQハングルフォントライブラリー」に、PostScriptプリンタフォント版
を発表
1999.11.8

株式会社イクイノックス（福岡市中央区天神3丁目10-27）は、日本で最大の韓国語フォント

コレクションである「EQハングルフォントライブラリー」に、PostScriptプリンタフォント

版を11月下旬より順次リリースすることを発表した。

「EQハングルフォントライブラリー」は日本で最大の韓国語フォントのコレクションで、韓国

の著名フォントメーカーのフォントを網羅している。現在TrueType版の6パッケージが販売

されている。

今回発表されたのは、このTrueType版の各パッケージに対応する、PostScripプリンタフォ

ント版パッケージ。ただし、「Vol.6 ハーニャンフォントセット」のみ、収録書体の関係で2つ

に分れる為、7パッケージとなる。各々、中低解像度版、高解像度版がある。

中低解像度版は1200dpi以下のプリンター1台に、高解像度版は1201dpi以上のRIP1台にイ

ンストールして使用することが出来る。

価格はそれぞれ中低解像度版が98,000円（税別）、高解像度版が398,000円（税別）で、表示

用として、TureType版パッケージがバンドルされる。

最初に発売されるのは、「Vol.6 ハーニャンフォントセット」に対応する、「Vol.6-A ハー

ニャンフォントセット(ベーシック24)」と、「Vol.6-B ハーニャンフォントセット(エキスト

ラ46)」の2パッケージ。

「Vol.6-A ハーニャンフォントセット(ベーシック24)」には、明朝体、ゴシック体などの基

本となる本文系書体が24書体収録されている。「Vol.6-B ハーニャンフォントセット(エキス

トラ46)」には見出し用や、新しいフォント46書体が収録されている。
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上記製品に関する問い合せは下記まで

株式会社イクイノックス　秋本

電話092-762-3360

FAX092-762-3361

http://www.equinox.co.jp

■イクイノックス「MathMagic日本言版」、英語版よりのトレードアップを発表。
1999.10.29

株式会社イクイノックス（福岡市中央区天神3丁目10-27）は、「MathMagic」の英語版から

「MathMagic日本語」へのトレードアップを一律8,400円（税込）で行うことを発表した。

同社では11月5日にハイエンド日本語数式組版XTension「MathMagic日本語」Ver.2.0が発

売されるのに先立ち、これ以前に開発元であるInfoLogic.Inc社から英語版の「MathMagic」

を購入されたユーザーに対し、日本語版へのトレードアップサービスを行うと言う。

対象となるのは「MathMagic」Ver.1.0から1.6までのユーザー。

申込み方法は、同社ホームページ(http://www.equinox.co.jp)より、申込書をプリントアウ

トし、英語版のインストーラディスクを添えて、同社まで郵送する。トレードアップ料（税込

8,400円）は銀行振込,又は郵便書留が利用できる。トレードアップ料金が同社に届きしだい、

同社より「MathMagic日本語」のフルパッケージが送られる。

今回発売される「MathMagic日本語」Ver.2.0は、従来のバージョンとは違い、2バイトフォ

ントをサポートしている上、日本語数式組版に対応するため、大幅に機能アップが図られてい

るほか、日本特有のフォント等もバンドルされている。

上記製品に関する問い合せは下記まで

株式会社イクイノックス　秋本

電話092-762-3360

FAX092-762-3361

■イクイノックス、同社ホームページで「MathMagic日本版」通販開始
1999.10.25

株式会社イクイノックス（福岡市中央区天神3丁目10-27）は、初の本格的日本語数 式組版ソ

フトとして注目されている「MathMagic日本語版」の11月5日発売に際し、 同社のホームペ

ージ（http://www.equinox.co.jp）で同製品の通販を開始すると発 表した。

同社の通販ページでは、「MathMagic日本語版」や、同社の主力製品である韓国語フ ォント

ライブラリーの他に、なかなか手に入らない韓国語キーボードや、 QuarkXPress 4.0K等の

韓国版DTPアプリケーションもラインナップしている。

また、同通販開始を記念して12月20日までに、韓国語フォントライブラリーを2本購 入する

と、Apple製韓国語キーボードがもれなくプレゼントされる。
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商品の到着には同社製品で2～3日、並行輸入品は1週間前後かかるという。また、支 払方法

は、銀行振込の他、代引も利用できると言うことだ。

上記製品に関する問い合せは下記まで

株式会社イクイノックス　秋本

電話092-762-3360

FAX092-852-1261
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■Illustratorで作るISBNコード・書籍JANコード

バーコードを自分でつくれるプラグインソフトです。AdobeIllustratorから出版社コード、

ISBNコード、分類コード、定価を入力するだけで簡単に規格にあった書籍JANコードと

ISBNコードがアウトラインデータで生成できます。OCR-Bフォントをインストールする必要

はありません。面倒なレイアウトもパターンを指定するだけです。書籍の流通に使用され始め

たマイクロQRコードにも対応。

◆Webページ

◎ISBNコード・書籍JANコード作成　Ｂ．Ｂ．Ｄ

http://www.rolan.co.jp/shouhin/shouhin.html

■出雲発のDTPのサイト、「sea-line's page」

DTPについては、内容は薄いです。m(_ _)mインターネットもメールも慣れてくるにした

がって、ついつい忘れそうになりません？

冷たい機械の向こうには常に温かい人がいるということに……。

たまにはDTP以外の話題もいいでしょ？箸置みたいなHP（別になくてもいいけど、あれば

あったで便利かな？）を目指してます。(^_^;)

◆Webページ

◎sea-line's page

http://fish.miracle.ne.jp/sea-line/

■DTPの影を解説する「DTP Class A」

DTP以前の姿を解説します。DTPの影に隠れてしまった『決まりごと』をより深く理解し

て下さい。樹海シリーズと題し、組版や色調、PostScriptを深く解説していきます。

DTPが普通になってしまった現在、忘れ去られようとしている、『決まりごと』を、樹海の

中から紹介していきます。知りたかった何かを発見して下さい。

◆Webページ

◎DTP Class A

http://www.parkcity.ne.jp/̃kondou/index.html
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■月刊PDFマガジン「デジタル ビヘイビア」
に掲載されている記事を無断で転載しないで
ください。またインターネット、イントラネ
ットを問わず、不特定多数がアクセスし、ダ
ウンロードできる環境におかないでください。

■月刊PDFマガジン「デジタル ビヘイビア」
に書かれている記事は、著者の個人的な経験
にもとづく場合や、使用する機器やOSの環境
によって、期待される結果を得られないこと
もあります。またそれによってハードウェア
やソフトウェアに破損が生じたり、制作物や
制作時間に問題が起こっても「デジタル ビヘ
イビア」では一切責任を負いません。

■月刊PDFマガジン「デジタル ビヘイビア」
は、上高地仁が主催するWebサイト「DTP-S」
を中心にアップされた原稿をPDF化して配付するマガジンです。なお、「DTP-S倶楽部」
の会員の方に対してのみ、本号のバックナンバーをダウンロードできるものとします。
また「DTP-S倶楽部」の会員向けのだけの記事もあります。「DTP-S倶楽部」のご入会は
下記のページからお申込みください。

DTP-SのURLは
http://www.incunabula.co.jp/dtp-s/

「DTP-S倶楽部」のご入会は
http://www.incunabula.co.jp/s_club/

Eメールでのお問い合わせは
incun@incunabula.co.jp

月刊PDFマガジン
デジタルビヘイビア　創刊準備号　99/10-11

発　行　有限会社　インクナブラ
発行日　平成11年12月18日
編集（文責） 上高地仁
連絡先　〒540-0025 大阪市中央区徳井町2-2-11 LM東本町第三-405

TEL06-6966-4468 FAX06-6966-4469

http://www.incunabula.co.jp/dtp-s/
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http://www.incunabula.co.jp/dtp-s/club/club.html
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